
(様式第 10) 

  東医大発   454 号  

平成 29 年 10 月 4 日  

 

 

  厚生労働大臣 殿 

開設者名 学校法人東京医科大学       

理事長 臼井 正彦   (印)   

 

 

 

東京医科大学病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 28 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒160-8402 東京都新宿区新宿6-1-1 
 氏   名 学校法人東京医科大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

東京医科大学病院 

 

3 所在の場所 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿6-7-1 
電話(03)3342－6111 
 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

①医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 ・ 無 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  ①呼吸器内科  ②消化器内科  ③循環器内科  ④腎臓内科  ⑤神経内科 

  ⑥血液内科   7内分泌内科   8代謝内科   9感染症内科 

10アレルギー疾患内科またはアレルギー科   ⑪リウマチ科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付



けること。 

 2 「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していな

い診療科がある場合、その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載す

ること。 

 

(2)外科 

外科 有 ・ 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  ①呼吸器外科  ②消化器外科  ③乳腺外科   4心臓外科   5血管外科 

  ⑥心臓血管外科  7内分泌外科  ⑧小児外科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番号に〇印を付け

ること。 

2 「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外

科」「血管外科」「心臓血管外科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科が

ある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載すること（「心臓血管外科」を標榜し

ている場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ

と）。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 ①精神科  ②小児科  ③整形外科  ④脳神経外科  ⑤皮膚科  ⑥泌尿器科     

7産婦人科  ⑧産科    ⑨婦人科  ⑩眼科  ⑪耳鼻咽喉科  ⑫放射線科 
⑬放射線診断科  ⑭放射線治療科  ⑮麻酔科  ⑯救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 有 ・ 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

  1小児歯科   ②矯正歯科  ③口腔外科 

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名の番

号に〇印を付けること。 

2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  ①臨床検査科 ②形成外科 ③リハビリテーション科 ④病理診断科 ⑤糖尿病内分泌内科 

 ⑥老年内科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

27床 0床 0床 0床 988床 1,015床 



 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師        665人 299人 682.7人  看 護 補 助 者         66人 診療エックス線

技師 

 0人 

 歯 科 医 師        25人  18人  26.3人  理 学 療 法 士         14人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

 120人 

 薬 剤 師        69人 0人  69.0人  作 業 療 法 士          4人 衛生検査技

師 

   1人 

 保 健 師         5人  0人   5.0人  視 能 訓 練 士         12人 そ の 他         0人 

 助 産 師        39人  0人   39.0人  義 肢 装 具 士         0人 あん摩マッサージ指圧師   1人 

 看 護 師      1,002人 5人 1,004.8人  臨 床 工 学 士 20人 医療社会事業従

事者 

  12人 

 准 看 護 師         1人 0人   1.0人  栄  養  士         2人 その他の技術員          14人 

 歯科衛生士    5人 0人   5.0人  歯 科 技 工 士          2人 事 務 職 員          324人 

 管理栄養士   20人 3人  20.3人  診療放射線技師    73人 その他の職員          31人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数                        

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 41 人 眼 科 専 門 医 5 人 

外 科 専 門 医 28 人 耳鼻咽喉科専門医 11 人 

精 神 科 専 門 医 8 人 放射線科専門医 8 人 

小 児 科 専 門 医 22 人 脳神経外科専門医 6 人 

皮 膚 科 専 門 医 9 人 整形外科専門医 14 人 

泌尿器科専門医 9 人 麻 酔 科 専 門 医 14 人 

産婦人科専門医 12 人 救 急 科 専 門 医 13 人 

  合 計 200 人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

2 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（ 土田 明彦 ） 任命年月日 平成 27 年 9 月 1 日 

医療安全管理委員会委員  平成 19 年 1 月～平成 21 年 8 月 

     〃       平成 24 年 9 月～平成 27 年 8 月 

医療安全管理委員会委員長 平成 27 年 9 月～継続中 

 

 

 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数      797.3人            6.8人          804.1人 

 １日当たり平均外来患者数          2,434人           100人         2,534人 

 １日当たり平均調剤数                                                               852剤 

必要医師数 222人  
必要歯科医師数 7人  
必要薬剤師数 27人  

必要（准）看護師数 487人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦

日で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除

した数を記入すること。 

  4 調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した

数を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

 686.54m 2 鉄骨鉄筋

コンクリ

ート造 

   病 床 数 16床  心  電  計  有・無 

   人工呼吸装置  有・無  心細動除去装置  有・無 

   その他の救急蘇生装置  有・無  ペースメーカー  有・無 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積 109.68m 2      病床数 7床 

［移動式の場合］ 台 数   台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積 32.40m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 

化学検査室 143.71 m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート造 
（主な設備）生化学自動分析装置、 

全自動化学発光免疫測定装置等 

細菌検査室 127.39m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート造 
（主な設備）微生物感受性分析装置、 
      血液培養全自動分析装置等 

病理検査室 330.93m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート造 
（主な設備）密閉式自動固定包理装置、 
      クリオスタット等 

病理解剖室 75.64m 2 鉄骨造 （主な設備）臓器投影台、ホルマリン希釈装置等 

研 究 室 1459.76m 2 鉄骨造 （主な設備）顕微鏡、フリーザー、遠心機等 

講 義 室 1283.7m 2 鉄骨鉄筋コン

クリート造 
   室数 16室  収容定員 1,044人 

図 書 室 654.1m 2 鉄骨造    室数 1室  蔵 書 数 139,000冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

紹 介 率 68.0％ 逆 紹 介 率 44.0％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                      28,449人 

Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                   20,582人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                    3,391人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                      46,795人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

児玉 安司 新星総合法律

事務所 

弁護士・医師 

○ 委員の要件該当

状況 1 に該当す

るため 

有・無 1 

池谷 のぞみ 慶應義塾大学

文学部人文社

会学科 図書

館・情報学専攻 

教授 

 委員の要件該当

状況 2 に該当す

るため 

有・無 2 

木村 ひろみ 社会医療法人

一成会 

常務理事 

 〃 有・無 
2 

坂本 憲枝 消費生活アド

バイザー 

 〃 有・無 
2 

野口 英一 戸田中央医科

グループ 

災害対策特別

顧問 

 〃 有・無 
2 

長谷川 聖治 読売新聞東京

本社 編集局

局次長 

 〃 有・無 
2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

 

 大学・病院ホームページ 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

前眼部三次元画像解析

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

2人　

0人　

0人　

3人　

14人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法 肺がん
（扁平上皮肺がん及び小細胞がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

術後のホルモン療法及びＳ－１内服投与の併用療法 原発性乳がん
（エストロゲン受容体が陽性であって、ＨＥＲ２が陰性のものに限る。）

術前のホルモン療法及びゾレドロン酸投与の併用療法 閉経後のホルモン感受性の乳がん
（長径が五センチメートル以下であって、リンパ節転移及び遠隔転移しておらず、かつ、エストロゲン受容体
が
陽性であって、HER2が陰性のものに限る。）

内視鏡下手術用ロボットを用いた内視鏡下咽喉頭切除 中咽頭がん、下咽頭がん又は喉頭がん
（ＴＮＭ分類がＴｉｓ、Ｔ1又はＴ2、Ｎ0及びＭ0である患者に係わるものに限る）

内視鏡下手術用ロボットを用いた腹腔鏡下広汎子宮全摘術子宮頸がん
（ＦＩＧＯによる臨床進行期分類がＩＢ期以上及びⅡＢ期以下の扁平上皮がん又はＦＩＧＯによる臨床進行期
分類が
ＩＡ２期以上及びⅡＢ期以下の腺がんであって、リンパ節転移及び腹腔内臓器に転移していないものに限
る｡）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 内視鏡下手術用ロボット（ｄａ ＶｉｎｃｉＳ）支援による食道がん手術 取扱患者数 10人　

当該医療技術の概要

医療技術名 切除不能局所進行膵癌に対する不可逆性電気穿孔法 取扱患者数 0人　

当該医療技術の概要

医療技術名 肝癌に対する不可逆性電気穿孔法 取扱患者数 4人　

当該医療技術の概要

医療技術名  切除不能局所進行膵癌に対する高密度焦点式超音波治療 取扱患者数 45人　

当該医療技術の概要

 切除不能局所進行膵癌に対する高密度焦点式超音波治療 。

医療技術名 ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（ＰＣＲ法） 取扱患者数 6人　

当該医療技術の概要

医療技術名 樹状細胞を用いた免疫療法 取扱患者数 0人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

手術用ロボット（ｄａ ＶｉｎｃｉＳ）を用いた食道がん手術。閉創手術と比較して、術創が小さく、低侵襲で手術を行うことにより
術後疼痛の軽減や早期社会復帰が期待できる。

組織に電極針を刺入し、高電圧で短時間に通電し細胞膜に孔を空けで細胞をアポトーシスに導く治療法。

組織に電極針を刺入し、高電圧で短時間に通電し細胞膜に孔を空けで細胞をアポトーシスに導く治療法。腫瘍周囲の支持
組織（血管、胆管、神経）を保持したまま、腫瘍等の細胞を壊死させることができる。従来では治療困難であった、大血管や
消化管に隣接する腫瘍も治療可能となる。

がん細胞に存在するＷＴ１ペプチドやＭＵＣ１ペプチドと呼ばれるがん抗原をターゲットとした樹状細胞ワクチン療法。

ヘルペス性角膜内皮炎、ヘルペス性虹彩炎が疑われる片眼性の前眼部疾患。急性網膜壊死、サイトメガロウイルス網膜
炎、進行性網膜外層壊死が疑われる網膜壊死病巣を有する眼底病変は、ヒトヘルペスウイルスが病因と疑われる。このよう
な症例の前房水を前房穿刺、あるいは硝子体液を手術時に採取して、これらの眼内液からDNAを抽出し、本診断法により
HSV-1, HSV-2, VZV, EBV, CMV, HHV-6, HHV-7, HHV-8のDNAの同定と定量をおこなう。この診断に基づいて適正な
抗ウイルス治療をおこなう。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 3 56 ベーチェット病 115
2 筋萎縮性側索硬化症 21 57 特発性拡張型心筋症 29
3 脊髄性筋萎縮症 0 58 肥大型心筋症 102
4 原発性側索硬化症 2 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 9 60 再生不良性貧血 20
6 パーキンソン病 340 61 自己免疫性溶血性貧血 200
7 大脳皮質基底核変性症 3 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 40
8 ハンチントン病 2 63 特発性血小板減少性紫斑病 133
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 10
10 シャルコー・マリー・トゥース病 1 65 原発性免疫不全症候群 30
11 重症筋無力症 284 66 IgＡ 腎症 31
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 20
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 307 68 黄色靱帯骨化症 5

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎
／多巣性運動ニューロパチー 11

69 後縦靱帯骨化症
5

15 封入体筋炎 2 70 広範脊柱管狭窄症 2
16 クロウ・深瀬症候群 0 71 特発性大腿骨頭壊死症 11
17 多系統萎縮症 18 72 下垂体性ADH分泌異常症 0

18
脊髄小脳変性症

(多系統萎縮症を除く。) 32
73 下垂体性TSH分泌亢進症

0
19 ライソゾーム病 0 74 下垂体性PRL分泌亢進症 0
20 副腎白質ジストロフィー 2 75 クッシング病 13
21 ミトコンドリア病 9 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 17 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 0
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 0

24 亜急性硬化性全脳炎
0

79
家族性高コレステロール血症

（ホモ接合体） 0
25 進行性多巣性白質脳症 3 80 甲状腺ホルモン不応症 1
26 HTLV-1関連脊髄症 12 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 0
27 特発性基底核石灰化症 2 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 3 83 アジソン病 59
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 417
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 45
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 14
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 45
34 神経線維腫症 6 89 リンパ脈管筋腫症 2
35 天疱瘡 19 90 網膜色素変性症 0
36 表皮水疱症 0 91 バッド・キアリ症候群 3
37 膿疱性乾癬（汎発型） 0 92 特発性門脈圧亢進症 3
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 10 93 原発性胆汁性肝硬変 350
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 15
40 高安動脈炎 15 95 自己免疫性肝炎 392
41 巨細胞性動脈炎 0 96 クローン病 30
42 結節性多発動脈炎 9 97 潰瘍性大腸炎 124
43 顕微鏡的多発血管炎 170 98 好酸球性消化管疾患 0
44 多発血管炎性肉芽腫症 193 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 2
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 16 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 73 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 8 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 4 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 1361 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 311 105 チャージ症候群 1
51 全身性強皮症 36 106 クリオピリン関連周期熱症候群 2
52 混合性結合組織病 165 107 全身型若年性特発性関節炎 0
53 シェーグレン症候群 610 108 TNF受容体関連周期性症候群 0
54 成人スチル病 6 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 2 110 ブラウ症候群 0

高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 0 161 家族性良性慢性天疱瘡 3

112 マリネスコ・シェーグレン症候群
0

162
類天疱瘡

（後天性表皮水疱症を含む。） 21
113 筋ジストロフィー 7 163 特発性後天性全身性無汗症 1
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 1
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 2 166 弾性線維性仮性黄色腫 3
117 脊髄空洞症 5 167 マルファン症候群 10
118 脊髄髄膜瘤 3 168 エーラス・ダンロス症候群 2
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 0
120 遺伝性ジストニア 0 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 10
122 脳表ヘモジデリン沈着症 1 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う

常染色体劣性白質脳症 0
173 VATER症候群

0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う

常染色体優性脳動脈症 0
174 那須・ハコラ病

0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う

遺伝性びまん性白質脳症 0
175 ウィーバー症候群

0
126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 4 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0

134
中隔視神経形成異常症

/ドモルシア症候群 0
184 アントレー・ビクスラー症候群

0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 0
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 2 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 1
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 4
144 レノックス・ガストー症候群 0 194 ソトス症候群 1
145 ウエスト症候群 7 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 1
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 84 199 ５p欠失症候群 1
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 0 201 アンジェルマン症候群 1
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 1

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示す

てんかん性脳症 0
204 エマヌエル症候群

0
155 ランドウ・クレフナー症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
156 レット症候群 1 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 5 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 4 208 修正大血管転位症 0
159 色素性乾皮症 2 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 1 210 単心室症 0



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群
0

259
レシチンコレステロールアシルトランス

フェラーゼ欠損症 0
212 三尖弁閉鎖症 0 260 シトステロール血症 0

213
心室中隔欠損を伴わない

肺動脈閉鎖症 0
261 タンジール病

0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 4 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 1 264 無βリポタンパク血症 0
217 エプスタイン病 0 265 脂肪萎縮症 2
218 アルポート症候群 1 266 家族性地中海熱 11
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 429 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎
13

269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症

・アクネ症候群 8
222 一次性ネフローゼ症候群 0 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 0 271 強直性脊椎炎 9
224 紫斑病性腎炎 0 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 0 274 骨形成不全症 7
227 オスラー病 2 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 0

229
肺胞蛋白症

（自己免疫性又は先天性） 0
277 リンパ管腫症/ゴーハム病

0

230 肺胞低換気症候群
0

278
巨大リンパ管奇形
（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症
0

279
巨大静脈奇形

（頚部口腔咽頭びまん性病変） 0

232 カーニー複合
0

280
巨大動静脈奇形

（頚部顔面又は四肢病変） 0
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 0

234
ペルオキシソーム病

（副腎白質ジストロフィーを除く。） 2
282 先天性赤血球形成異常性貧血

0
235 副甲状腺機能低下症 220 283 後天性赤芽球癆 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 6 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 1 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 14 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 0 288 自己免疫性出血病XIII 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 1
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 1

243 高チロシン血症3型
0

291
ヒルシュスプルング病

（全結腸型又は小腸型） 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
247 イソ吉草酸血症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 296 胆道閉鎖症 8
249 グルタル酸血症1型 0 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 0 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 250
253 先天性葉酸吸収不全 0 301 黄斑ジストロフィー 11
254 ポルフィリン症 1 302 レーベル遺伝性視神経症 2
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 1
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 0 305 遅発性内リンパ水腫 1

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症 0
306 好酸球性副鼻腔炎

18



高度の医療の提供の実績

4　指定難病についての診療

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

307 カナバン病
0

319
セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）

欠損症 0

308 進行性白質脳症
0

320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症 0
309 進行性ミオクローヌスてんかん 0 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
310 先天異常症候群 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
311 先天性三尖弁狭窄症 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0
312 先天性僧帽弁狭窄症 0 324 メチルグルタコン酸尿症 0
313 先天性肺静脈狭窄症 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
314 左肺動脈右肺動脈起始症 0 326 大理石骨病 0

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）

／ＬＭＸ１Ｂ関連腎症 0
327

特発性血栓症
（遺伝性血栓性素因によるものに限る。） 0

316 カルニチン回路異常症 0 328 前眼部形成異常 0
317 三頭酵素欠損症 0 329 無虹彩症 1
318 シトリン欠損症 3 330 先天性気管狭窄症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・

　・

　・

　・

　・病棟薬剤業務実施加算１ 　・

　・総合評価加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊婦管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・摂食障害入院医療管理加算

　・栄養サポートチーム加算

　・入院時食事療養（Ⅰ）・入院時生活療養（Ⅰ）

　・

　・

　・

　・

　・

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・データ提出加算

　・退院支援加算

　・精神疾患診療体制加算

　・精神科急性期医師配置加算

　・救命救急入院料４

　・特定集中治療室管理料　１

　・新生児特定集中治療室管理料１

　・小児入院医療管理料１

　・医療安全対策加算　１

　・感染防止対策加算　１

　・患者サポート体制充実加算

　・無菌治療室管理加算　１

　・緩和ケア診療加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・医師事務作業補助体制加算　１

　・急性期看護補助体制加算

　・看護職員夜間配置加算

　・看護補助加算

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療環境体制加算

　・歯科診療特別対応連携加算

　・特定機能病院入院基本料

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算　１

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・がん患者指導管理料　１ 　・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算

　・がん患者指導管理料　２
　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）
　　及び脳刺激装置交換術

　・がん患者指導管理料　３ 　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・腫瘍脊椎骨全摘術

　・院内トリアージ実施料
　・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び
　　植込型骨導補聴器交換術

　・外来緩和ケア管理料
　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術
　　（プレートのあるもの））

　・移植後患者指導管理料　（造血幹細胞移植後）
　・網膜付着組織を含む硝子体切除術
　　（眼内内視鏡を用いるもの）

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・網膜再建術

　・がん治療連携計画策定料
　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、
　　下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　・肝炎インターフェロン治療計画料
　・乳がんセンチネルリンパ節加算１及び
　　センチネルリンパ節生検（併用）

　・外来放射線照射診療料 　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

　・ニコチン依存症管理料
　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、
　　下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）

　・医療機器安全管理料１ 　・経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの）

　・医療機器安全管理料２ 　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・薬剤管理指導料
　・乳がんセンチネルリンパ節加算２及び
　　センチネルリンパ節生検（単独）

　・地域連携診療計画加算 　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・持続血糖測定器加算及び皮下連続式グルコース測定
　・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び
　　経静脈電極抜去術

　・遺伝学的検査
　・両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び
　　両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

　・医療機器安全管理料（歯科） 　・ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・歯科治療総合医療管理料（Ⅰ）及び（Ⅱ） 　・両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・検体検査管理加算（Ⅳ）
　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び
　　肝切除（葉以上）を伴うものに限る。）

　・国際標準検査管理加算 　・体外衝撃波胆石破砕術

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出
　　（簡易ジェノタイプ判定）

　・大動脈ﾊﾞﾙｰﾝﾊﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ法（IABP法）

　・検体検査管理加算（Ⅰ） 　・補助人工心臓

　・遺伝カウンセリング加算 　・腹腔鏡下肝切除術

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・ウイルス疾患指導料
　・組織拡張器による再建手術
　　（乳房（再建手術）の場合に限る。）

　・糖尿病合併症管理料
　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）
　　（自家培養軟骨移植術に限る。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



　・コンタクトレンズ検査料　１ 　・腹腔鏡下仙骨膣固定術

　・神経学的検査 　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・補聴器適合検査
　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術
　　（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・ロービジョン検査判断料
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術
　　（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・ヘッドアップティルト試験 　・腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・体外衝撃波膵石破砕術

　・悪性黒色腫センチネルリンパ節加算 　・

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 　・口腔病理診断管理加算　２

　・手術時歯根面レーザー応用加算 　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・歯科技工加算１及び２ 　・歯科矯正診断料

　・ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（甲状腺に対するもの） 　・定位放射線治療

　・透析液水質確保加算　２ 　・病理診断管理加算 ２

　・ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（副甲状腺に対するもの） 　・画像誘導密封小線源治療加算

　・がん患者リハビリテーション料 　・高ｴﾈﾙｷﾞｰ放射線治療

　・歯科口腔リハビリテーション料２ 　・画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ）

　・集団コミュニケーション療法料 　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ)

　・脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・外来放射線治療加算

　・運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・放射線治療専任加算

　・外来化学療法加算１ 　・歯周組織再生誘導手術

　・心大血管疾患ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ｉ） 　・麻酔管理料 (Ⅰ)

　・無菌製剤処理料 　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・冠動脈ＣＴ撮影加算 　・自己生体組織接着剤作成術

　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・心臓ＭＲＩ撮影加算 　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・小児食物アレルギー負荷検査 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・内服・点滴誘発試験 　・手術の通則の16に掲げる手術

　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 　・輸血適正使用加算

　・画像診断管理加算１ 　・輸血管理料Ⅰ

　・長期継続頭蓋内脳波検査 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

①．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

診療科毎に曜日を決め、概ね月に1～4回の検討会を開催し
ている。また、全科対象の「臨床病理検討会」を毎月最終月
曜日に定例開催している。

剖　検　の　状　況

　・

　・

剖検症例数　33例／　剖検率　4.0%

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・内視鏡下手術用ロボット支援による腎がん手術 　・

　・膵頭部良性・低悪性腫瘍に対する腹腔鏡下膵頭部
　　十二指腸切除術

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

エクソソーム解析系に基づく造血器腫瘍の新規診断
法の開発

大屋敷　一馬 血液内科学 3,250,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

Ｈｉｐｐｏ経路によるＰｈ陽性白血病幹細胞維持の分子メ
カニズム

岡部　聖一 血液内科学 780,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

間質由来エクソソームの加齢性変化が関与するがん
間質の新規発生機序の解明

梅津　知宏 血液内科学 1,820,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

移植片対宿主病における特異的バイオマーカーとし
ての血清miRNAと免疫機構の解明

吉澤　成一郎 血液内科学 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

網羅的エクソーム解析を利用した稀少肺疾患の責任
遺伝子同定に向けて

瀬戸口　靖弘 呼吸器内科学 2,600,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

睡眠呼吸障害の病態分析と個別化治療の構築を目指
して

中山　秀章 呼吸器内科学 1,170,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

糖尿病の的確医療を実現する治療効果・心血管リスク
予測法と新規治療法の開発

小田原　雅人
糖尿病・代謝・内分
泌・リウマチ・膠原病

内科
1,170,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

2型糖尿病遺伝子SLC16A11/13のインスリン抵抗性に
おける役割の解明

原　一雄
糖尿病・代謝・内分
泌・リウマチ・膠原病

内科
1,430,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

糖尿病患者における遺伝的背景を勘案した組織亜鉛
蓄積と血糖コントロールに関する研究

伊藤　禄郎
糖尿病・代謝・内分
泌・リウマチ・膠原病

内科
2,730,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

非アルコール性脂肪性肝炎の肝線維化に対する
Synoviolinの役割の検討

中村　郁夫 消化器内科学 1,690,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

肝細胞癌に対する不可逆電気穿孔法(IRE)における細
胞死の分子機構と有効性の検討

小林　功幸 消化器内科学 1,820,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

糖尿病性認知症の病態解析 羽生　春夫 高齢総合医学 1,690,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

高齢者総合機能評価を用いた地域高齢者の生活支
援

櫻井　博文 高齢総合医学 780,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

神経細胞死制御標的-14-3-3蛋白/HMGB1/Beclin1-
解析

馬原　孝彦 高齢総合医学 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

高齢者への運動介入による老化予防の検討 清水　聰一郎 高齢総合医学 1,170,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

認知症患者の総合的栄養評価についての研究 佐藤　友彦 高齢総合医学 910,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

腎虚血再灌流、低酸素負荷マウスにおける脳腎関連
の分子メカニズムの解明

平野　麻子
（権藤　麻子）

腎臓内科学 1,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

うつ病発症機序の2-hitストレスモデルによる検証 井上　猛 精神医学 1,950,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

双極性障害と概日リズム睡眠障害の関連と時間生物
学的治療介入の再発予防効果の検討

高江洲　義和 精神医学 910,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

肺癌の血液中マイクロRNA解析による新規バイオマー
カー開発

大平　達夫
呼吸器・甲状腺

外科学
1,560,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

悪性胸膜中皮腫と反応性中皮細胞でのアンチエイジ
ングKotho遺伝子の役割

加藤　靖文
呼吸器・甲状腺

外科学
1,560,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

悪性胸膜中皮腫におけるメタボローム解析～新たなバ
イオマーカーの創出

垣花　昌俊
呼吸器・甲状腺

外科学
1,820,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

リアルタイム画像支援による仮想気管支鏡システムの
開発

吉田　浩一
呼吸器・甲状腺

外科学
1,560,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

間質性肺炎動物モデルを用いた光線力学的治療の
影響の検討

今井　健太郎
呼吸器・甲状腺

外科学
1,170,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

術中レーザーマーキング実用化の検討 大谷　圭志
呼吸器・甲状腺

外科学
1,950,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

小計　25件

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

補助元又は委託元

（様式第3）



研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

慢性血栓塞栓性肺高血圧症の外科・カテーテル治療
に関する多施設共同レジストリー研究

荻野　均
心臓血管
外科学

1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

唾液メタボローム解析による大腸腫瘍の診断法確立 勝又　健次
消化器・小児

外科学
1,560,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

消化管狭窄予防ステント（吸収性）の開発 粕谷　和彦
消化器・小児

外科学
1,560,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

膵癌における不可逆電気穿孔法(IRE)を用いたハイブ
リット手術の開発

永川　裕一
消化器・小児

外科学
1,820,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

切除不能再発大腸癌に対する化学療法の効果予測
に対する唾液メタボローム解析の有用性

榎本　正統
消化器・小児

外科学
1,300,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

小胞体ストレス誘導による転移・再発乳癌に対する革
新的治療法の開発

小松　誠一郎 乳腺科学 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

悪性脳腫瘍に対する光線力学的治療の効果増強に
関する研究

秋元　治朗 脳神経外科学 780,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

初期胚・多能性幹細胞培養におけるオクタン酸を中心
とした脂肪代謝の研究

久慈　直昭 産科婦人科学 1,950,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

卵巣明細胞腺癌の早期診断マーカーとしての血清中
miRNAの探索と解析

西　洋孝 産科婦人科学 1,950,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

眼部悪性腫瘍における網羅的ゲノム解析と臨床応用
への展開

後藤　浩 眼科学 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

難治性眼炎症性疾患におけるアマクリン細胞による神
経-血管相互作用の役割

臼井　嘉彦 眼科学 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

角膜感染症が角膜神経と角膜血管新生に及ぼす影
響

片平　晴己 眼科学 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

免疫制御性遺伝子導入樹状細胞によるPU.1を介した
EAONの抑制メカニズム解析

松田　隆作 眼科学 650,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

機能性ナノ磁気微粒子を用いた新規抗てんかん薬の
作用機序解明と脳保護作用の探索

山中　岳 小児科学 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

小児起立性調節障害クリニカルスコアの開発と客観的
アウトカム指標としての有効性確立

呉　宗憲 小児科学 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

腱・腱鞘再建の治療成績改善を目指して：生体工学的
研究

西田　淳 整形外科学 910,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

椎間板性腰痛の軟骨変性および神経侵入における
DUSP-1による抑制効果

遠藤　健司 整形外科学 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

抗酸化剤添加が人工関節ポリエチレンの分子構造と
力学特性に与える影響の解明

正岡　利紀 整形外科学 2,080,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

DUSP-1によるヒト変形性関節症の軟骨変性および神
経侵入制御の解明

澤地　恭昇 整形外科学 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

細菌負荷創傷に対するリアルタイムな評価法の確立と
その臨床応用

小野　紗耶香 形成外科学 2,210,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

血管誘導と虚血耐性獲得を用いた新しい脂肪移植方
法の確立とその臨床応用

松村　一 形成外科学 1,690,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

極小ナノバブル水の創傷治癒への効果と臨床応用に
むけて

井田　夕紀子 形成外科学 1,170,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

S100A8/A9-Emmprin系を介したメラノーマの増殖転移
制御に関する研究

坪井　良治 皮膚科学 1,950,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

細胞の運命決定にsignal intensityは重要か？ 原田　和俊 皮膚科学 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

SCFは肥満細胞のIL-33依存性MHC class II発現を抑
制させる

伊藤　友章 皮膚科学 1,690,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

小計　25件

補助元又は委託元



研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

「書きことば」への移行期にある人工内耳装用児の言
語発達に関する縦断研究

河野　淳
耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学

780,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

頭頸部癌に対するマクロライド系抗菌薬を用いた新規
「アミノ酸飢餓誘導療法」の確立

平澤　一浩
耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学

1,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

fMRIを用いた発声障害患者における高次脳機能の研
究

豊村　文将
耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学

1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

新規ミトコンドリアー小胞体制御経路を機軸とした敗血
症性脳症誘発機序の病態解明

内野　博之 麻酔科学 780,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

敗血症におけるnucleophosminの動態と制御法の検討 今泉　均 麻酔科学 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

手術場における麻酔関連アラームのリスク低減と新た
なモニタリングシステム構築

柿沼　孝泰 麻酔科学 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

iPS細胞を基盤とした麻酔薬の神経毒性誘発機構の基
礎的解明

千々岩　みゆき 麻酔科学 1,950,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

人工心肺における白血球・血小板機能障害誘発機構
の基礎的解明

板橋　俊雄 麻酔科学 2,860,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

唾液メタボローム解析を用いた放射線感受性予測法
の確立

徳植　公一 放射線医学 1,170,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

救急集中治療における医学的判断と評価に注目した
診療技術の可視化と解析基盤の開発

織田　順 救急・災害医学 5,330,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

患者幸福のための、救急・集中治療領域における説
明同意過程の標準化に関する研究

織田　順 救急・災害医学 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

広範囲熱傷による心収縮性障害とastaxanthinの効果 河井　健太郎 救急・災害医学 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

呼吸器誘発肺障害におけるaquaporinの役割 石井　友理 救急・災害医学 1,690,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

３Ｄモデルのシミュレータを用いた外傷外科教育効果 内田　康太郎 救急・災害医学 1,300,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

細胞性免疫反応を用いた口腔粘膜上皮性異形成から
の発癌過程の解明

近津　大地 口腔外科学 1,560,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

腫瘍関連マクロファージによる口腔癌の顎骨浸潤メカ
ニズムの解明と新たな治療法の確立

里見　貴史 口腔外科学 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

ヒト歯髄幹細胞を用いた新規三次元骨再生医療戦略 古賀　陽子 口腔外科学 1,690,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

口腔癌におけるがん幹細胞の特性を利用した新規治
療戦略の基礎的研究

渡辺　正人 口腔外科学 1,170,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

質量分析計を用いた口腔がんスクリーニングの実用化 木本　明 口腔外科学 1,040,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

TAMとCSCをターゲットにした口腔癌リンパ節転移に
対する新たな治療戦略

河野　通秀 口腔外科学 1,430,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

インプラント周囲炎によるチタンインプラントの腐食・溶
出挙動とフッ素との関連の解明

高橋　英俊 口腔外科学 2,340,000
補
委

独立行政法人
日本学術振興会

片麻痺脳血管障害者の局所下肢運動時における循
環調節の検証

長田　卓也
リハビリテーショ

ンセンター
650,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

唾液メタボローム解析による膵癌・乳癌をはじめとする
癌の早期診断技術の確立

岩渕　篤敬
健診予防医学

センター
1,560,000

補
委

独立行政法人
日本学術振興会

エイズ対策研究事業の企画と評価に関する研究 福武　勝幸 臨床検査医学 3,250,000
補
委

厚生労働省

増加する救急患者に対する地域での取組（特に地域包括ケアシステ
ムの構築にむけたメディカルコントロールの活用）に関する研究 行岡　哲男 救急・災害医学 6,000,000

補
委

厚生労働省

小計　25件

補助元又は委託元



研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

ベーチェット病に関する調査研究 後藤　浩 眼科学 400,000
補
委

厚生労働省

IgG4関連疾患の診断基準並びに治療指針の確立を
目指した研究

後藤　浩 眼科学 800,000
補
委

厚生労働省

HIV感染症及びその合併症の課題を克服する研究 久慈　直昭 産科婦人科学 2,000,000
補
委

厚生労働省

脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 山本　謙吾 整形外科 300,000
補
委

厚生労働省

難治性めまい疾患に関する調査研究 鈴木　衞
耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学

100,000
補
委

厚生労働省

脳死患者の家族に選択肢提示を行う際の対応のあり
方に関する研究

織田　順 救急・災害医学 400,000
補
委

厚生労働省

救急医療体制の推進に関する研究 織田　順 救急・災害医学 150,000
補
委

厚生労働省

高齢者MDSにおけるクローン進化の経時的理解に基
づく新たな治療戦略の構築

大屋敷　一馬 血液内科学 800,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

本邦における遺伝性間質性肺炎の実態の調査研究 瀬戸口　靖弘 呼吸器内科学 500,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

リンパ脈管筋腫症に対するラパマイシン長期内服の効
果と安全性評価のためのコホート調査

中山　秀章 呼吸器内科学 100,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

コルヒチンの抗動脈硬化薬としての適応拡大を目的と
した橋渡し研究

冨山　博史 循環器内科学 2,300,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

SDTの臨床研究と治験の実施ならびにそのための機
器開発と実施計画書作成

祖父尼 淳 消化器内科学 5,200,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

適切な医療を目指した軽度認知障害等の患者の情報
登録及び連携に関する研究

羽生　春夫 高齢総合医学 1,200,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

CADASIL患者データベースの構築と脳血流SPECTの
解析

羽生　春夫 高齢総合医学 800,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

うつ病性障害における包括的治療ガイドラインの標準
化および普及に関する研究

井上　猛 精神医学 3,650,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

末梢型肺がんに対する光線力学的治療に関する臨床
研究

池田　德彦
呼吸器・甲状腺

外科学
2,600,000

補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

Liquid Biopsyによる分子標的薬の治療感受性・抵抗
性の予測および新規獲得耐性機序の解明

池田　德彦
呼吸器・甲状腺

外科学
1,950,000

補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

非浸潤または小型非小細胞肺癌に対する標準的機能
温存手術の確立に関する研究

池田　德彦
呼吸器・甲状腺

外科学
200,000

補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

超高齢者社会における治癒困難な高齢切除不能進行再発
大腸癌患者に対する標準治療確立のための研究

勝又　健次
消化器・小児

外科学
400,000

補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

側方骨盤リンパ節転移陽性の難治性下部直腸癌の予
後改善を目指した治療法に関する研究

勝又　健次
消化器・小児

外科学
130,000

補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

IgG4関連疾患の病因病態解明と新規治療法確立に
関する研究

後藤　浩 眼科学 1,200,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

生殖補助医療の技術の標準化と出生児の安全性に
関する研究

久慈　直昭 産科婦人科学 1,000,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

前庭神経炎のステロイド治療に関する研究 鈴木　衞
耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学

350,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

咽喉頭癌に対する経口的ロボット支援手術の安全性・
有効性に関する多施設臨床試験

清水　顕
耳鼻咽喉科・
頭頸部外科学

9,360,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

新型インフルエンザ等への対応に関する研究 河島　尚志 小児科学 2,000,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

小計　25件

補助元又は委託元



研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 金   額

ドラッグリポジショニングによる神経線維腫症１型の進
行阻止薬の開発

原田　和俊 皮膚科学 520,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国内未承認エイズ治療薬等を用いたＨＩＶ感染症治療薬及
びＨＩＶ感染症至適治療法の開発に係る応用研究

福武 勝幸 臨床検査医学 100,000,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

血友病に関連する遺伝子解析 稲葉　浩 臨床検査医学 1,000,000
補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国内侵入・流行が危惧される昆虫媒介性ウイルス感染
症に対する総合的対策に関する研究

濱田 篤郎
渡航者医療

センター
2,000,000

補
委

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

災害医療救護訓練の科学的解析に基づく都市減災コ
ミュニティの創造に関する研究開発

太田 祥一 救急・災害医学 3,796,000
補
委

国立研究開発法人
科学技術振興機構

フレイル高齢者のレジストリ研究及び地域高齢者にお
けるフレイル予防プログラムの開発・検証

羽生　春夫 高齢総合医学 1,000,000
補
委

国立研究開発法人国立
長寿医療研究センター

呼吸器悪性腫瘍に対する手術を含む標準治療確立
のための多施設共同研究

池田　徳彦
呼吸器・甲状腺

外科学
350,000

補
委

国立研究開発法人
国立がん研究センター

次世代医療機器・再生医療等製品評価指標作成事
業・再生医療分野

松村　一 形成外科学 3,000,000
補
委

国立医薬品食品衛生研
究所

治験の実施に関する研究[エプレレノン] 山科　彰 循環器内科学 1,760,000
補
委

公益社団法人日本医師会
治験促進センター

孤発性筋萎縮性側索硬化症に対するペランパネルの
第1/2相臨床治験

相澤　仁志 神経内科学 1,009,200
補
委

公益社団法人日本医師会
治験促進センター

孤発性筋萎縮性側索硬化症を対象としたE2007（perampanel）の多施
設共同、二重盲検、無作為化、プラセボ対照、並行群間比較試験 相澤　仁志 神経内科学 687,050

補
委

公益社団法人日本医師会
治験促進センター

献体による外傷手術臨床解剖学的研究会 本間　宙 救急医学 7,423,000
補
委

厚生労働省

小計　12件

合計112件

(注)　1　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申
　　  　請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技 術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入
      　すること。

　　　2　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　　　3　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は
        委託元を記入すること。

補助元又は委託元



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3 Review

4 Letter

5 Others

6

～

70

～ 　計　件

(注) 1

2

3

4

5

6

(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Case report

3

～ 　計　件

(注) 1

2 　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に
準じること。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。

　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、
七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin press
の掲載月は認めない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記するこ
と）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

雑誌名・
出版年月等

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

題名

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属

雑誌名・
出版年月等

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

【資料1参照】

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等
と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先
が大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能
病院に所属している場合に限る。）

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。

（様式第3）
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題名

雑誌名・
出版年月等

論文種別

1 Yamanaka G. 小児科

Single-photon emission computed
tomography is ambiguous imaging
method on initial diagnosis for acute
encephalopathy

Neuropediatrics 47(1): 39-45, 2016
原著（IF
≧0.3）

2 Morichi S. 小児科

Examination of neurological
prognostic markers in patients with
respiratory syncytial virus-
associated encephalopathy

Int J Neurosci 1: 1-6, 2016
原著（IF
≧0.3）

3 Morichi S. 小児科

Vascular endothelial growth factor
(VEGF) and platelet-derived growth
factor (PDGF) levels in the
cerebrospinal fluid of children with
influenza-associated encephalopathy

Journal of Infection and Chemotherapy
(online published on 23 NOV), 2016

原著（IF
≧0.3）

4 Takeuchi M. 内視鏡センター
Clinical outcomes of endoscopic
treatment in superficial non-
ampullary duodenal epithelial tumors

J Tokyo Med Univ 74(1): 44-53, 2016
原著（IF
＜0.3）

5 Kawai T. 内視鏡センター
Key issues associated with
Helicobacter pylori Eradication

Digestion 93(1): 19-23, 2016 総説

6 Goto H. 眼科

Immunoglobulin G4-related ophthalmic
disease involving the sclera
misdiagnosed as intraocular tumor:
Report of one case

Ocul Oncol Pathol 2:285–288, 2016
原著（IF
＜0.3）

7 Usui Y. 眼科

Comprehensive polymerase chain
reaction assay for detection of
pathogenic DNA in lymphoproliferative
disorders of the ocular adnexa

Scientific Reports 6:36621, 2016
原著（IF
≧0.3）

8 Umazume K. 眼科
PossibleRelation between Lack of
Posterior Vitreous Detachment and
SevereEndogenous Endophthalmitis

Journal of Ophthalmology 4 (Article
ID 8561379), 2016

原著（IF
＜0.3）

9 Hirasawa Y. 泌尿器科

Impact of a preoperatively estimated
prostate volume using transrectal
ultrasonography on surgical and
oncological outcomes in a single
surgeon's experience with robot-
assisted radical prostatectomy.

Surg Endosc. 2016 Sep;30(9):3702-8
原著（IF
≧0.3）

10 Odagaki Y. 泌尿器科

Is scintigraphy necessary to detect
migration of 125I seeds after
brachytherapy for early prostate
cancer?

Int J Clin Oncol. 2016 Apr;21(2):397-
401.

原著（IF
≧0.3）

小計10

1／16
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11 Hamada R. 泌尿器科

Preoperative predictive factors and
further risk stratification of
biochemical recurrence in clinically
localized high-risk prostate cancer.

 Int J Clin Oncol. 2016
Jun;21(3):595-600

原著（IF
≧0.3）

12 Hirasawa Y. ロボット手術支援センター

Impact of a preoperatively estimated
prostate volume using transrectal
ultrasonography on surgical and
oncological outcomes in a single
surgeon's experience with robot-
assisted radical prostatectomy.

Surg Endosc. 2016 Sep;30(9):3702-8
原著（IF
≧0.3）

13 Odagaki Y. ロボット手術支援センター

Is scintigraphy necessary to detect
migration of 125I seeds after
brachytherapy for early prostate
cancer?

Int J Clin Oncol. 2016 Apr;21(2):397-
401.

原著（IF
≧0.3）

14 Hamada R. ロボット手術支援センター

Preoperative predictive factors and
further risk stratification of
biochemical recurrence in clinically
localized high-risk prostate cancer.

Int J Clin Oncol. 2016 Jun;21(3):595-
600

原著（IF
≧0.3）

15 Aizawa H. 神経内科
Deficient RNA-editing enzyme ADAR2 in
an amyotrophic lateral sclerosis
patient with a FUSP525L mutation

J Clin Neurosci 32:128-129, 2016
原著（IF
≧0.3）

16 Oda J. 救急・災害医学分野

Analysis of consumption of medical resources
in terms of intensive care unit/hospital stay
and severity using Japan Trauma Data Bank
(JTDB)

Acute Medicine & Surgery 3(4): 298-304,
2016

原著（IF
＜0.3）

17 Homma H. 救急・災害医学分野

Effectiveness of cadaver-based educational
seminar for trauma surgery: Skills retention
after half-year follow-up

Acute Medicine & Surgery4（1）：57-
67,2016,May

原著（IF
＜0.3）

18 Okano T. 呼吸器外科・甲状腺外科

Identification of haptoglobin peptide
as a novel serum biomarker for lung
squamous cell carcinoma by serum
proteome and peptidome profiling

Int J Oncol 48(3): 945-952, 2016
原著（IF
≧0.3）

19 Shimada Y. 呼吸器外科・甲状腺外科

Feasibility and efficacy of salvage
lung resection after definitive
chemoradiation therapy for stage III
non-small-cell lung cancer

Interact Cardiovasc Thorac Surg
23(6): 895-901, 2016

原著（IF
≧0.3）

20 Ohira T. 呼吸器外科・甲状腺外科

Tumor volume determines the
feasibility of cell-free DNA
sequencing for mutation detection in
non-small cell lung cancer

Cancer Sci 107(11): 1660-1666, 2016
原著（IF
≧0.3）

小計10

2／16
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21 Makino Y. 呼吸器外科・甲状腺外科
Repression of Smad3 by Stat3 and c-
Ski/SnoN induces gefitinib resistance
in lung

Biochem Biophys Res Commun484(2):269-
277,2017

原著（IF
≧0.3）

22 Kobayashi T. 感染制御部

First case report of infection due to
Cupriavidus gilardii in a patient
without immunodeficiency: a case
report.

BMC infectious diseases 16.1 (2016):
493.

症例報告

23 Yukie Abe シミュレーションセンター Simulation-Based Healthcare Education
東京医科大学雑誌　第74巻　第1号,14-
20、2016

総説

24 Atsuo Hamada 渡航者医療センター
A retrospective survey of dengue
fever among Japanese individuals
staying in Manila, Philippines

Tropical Medicine and Health. 44：27.
DOI 10.1186/s41182-016-0027-4. 2016

原著（IF
＜0.3）

25 Mizuno Y. 渡航者医療センター

Extended-spectrum β-lactamase-
producing Enterobacteriaceae
colonisation in long-term overseas
business travellers.

Travel Med Infect Dis; 14(6) : 561-
567, 2016

原著（IF
≧0.3）

26 Kawai T. 消化器外科・小児外科
Key issues associated with helicobacteur
pylori eladication Digestion 9(1): 75-78, 2016 症例報告

27 Kennoki N. 消化器外科・小児外科

Feasibility of intensity-modulated
radiotherapy combined with gemcitabine and
S-1 for patients with pancreatic cancer

Molecular and Clinical Oncology 4(1): 43-46,
2016

原著（IF
≧0.3）

28 Tonozuka R. 消化器外科・小児外科

Endoscopic sphincterotomy using an isolated-
tip needle-knife papillotme after billoth Ⅱ
gastreatomy

Gastrointestinal Endoscopy doi:
10.1016/j.gie. [Epub ahead of print]: , 2016 症例報告

29 Nagakawa Y. 消化器外科・小児外科

Laparoscopic diatal pancreatectomy without
needle aspiration before resection for giant
musinous cell neoplasms

Asian Journal of Endoscopic Surgery 9: 75-78
, 2016 症例報告

30 Kasuya K. 消化器外科・小児外科

RhoA activity increases due to
hypermethulation of ARGHAP28 in a highly
liver-metastatic colon cancer cell line

Biomedical  reports 4(3): 335-339, 2016 原著（IF
≧0.3）

小計10

3／16
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31 Iwasaki K. 消化器外科・小児外科

Phase I Study of Docetaxel, Cisplatin, and 5-
Fluorouracil Chemoradiotherapy for Local or
Metastatic Esophageal Cancer

Anticancer research 36(3): 987-994, 2016 症例報告

32 Furusawa J. 消化器外科・小児外科

Promotion of Expansion and Differentiation
of Hematopoietic Stem Cells by Interleukin-
27 into Myeloid Progenitors to Control
Infection in Emergency Myelopoiesis

Plos pathogens 12(3): e1005507. doi:
10.1371/journal.ppat.1005507, 2016 症例報告

33 Aoyama T. 消化器外科・小児外科
Body comparison analysis within 1 month
after gastrectomy for gastric cancer Gastric cancer 19(2) : 645-650, 2016 原著（IF

≧0.3）

34 Sato T. 消化器外科・小児外科
Impact of preoperative hand grip strength on
morbidity following gastric cancer surgery Gastric cancer 19(3) : 1008-1015, 2016 原著（IF

≧0.3）

35 Iwasshita Y* 消化器外科・小児外科

What are the appropriate indicators of
surgical difficulty during laparoscopic
cholecystectomy? Results from a Japan-
Korea-Taiwan
multinational survey

Journal of Hepato-Biliary-Pancreatic
Sciences23( 9): 533–547,2016 原著（IF

≧0.3）

36 Mukai S 消化器外科・小児外科

Prospective evaluation of a new biflanged
metal stent for the
treatment of pancreatic fluid collections (with
videos)

Gastrointestinal Endoscopy:doi:
10.1016/j.gie.2016.11.025. [Epub ahead of
print],2016

原著（IF
≧0.3）

37 Jin-Young Jan* 消化器外科・小児外科

Proposed Nomogram Predicting the
Individual Risk of Malignancy in the Patients
With Branch Duct Type Intraductal Papillary
Mucinous Neoplasms of the Pancreas

Annals of
Surgery:https:doi10.1097/SLA.000000000000
1985,2016

原著（IF
≧0.3）

38 Hayashi Y 消化器外科・小児外科

A case of tubular adenoma developing after
bladder augmentation:Case report and
literature review

International Journal of Surgery Case Reports
19:17–20,2016 症例報告

39 Sato S* 消化器外科・小児外科
Acute appendicitis complicated with ileocolic
vein thrombosis Indian J Pediatr 83(2):183–184,2016 原著（IF

≧0.3）

40 Ishikawa T 乳腺科

Prospective cohort study of febrile
neutropenia in breast cancer patients
with neoadjuvant and adjuvant
chemotherapy: CSPOR-BC FN study

Japanese Journal of Clinical Oncology
46(7): 692-5, 2016

原著（IF
≧0.3）

小計10

4／16
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41 Miyahara K 乳腺科

Targeting bortezomib-induced
aggresome formation using vinorelbine
enhances the cytotoxic effect along
with ER stress loading in breast
cancer cell lines

International Journal of Oncology
49(5): 1848-58, 2016

原著（IF
≧0.3）

42 Ishikawa T 乳腺科
BRCAness is beneficial for indicating
triple negative breast cancer
patients resistant to taxane

European Journal of Surgical Oncology
42(7): 999-1001, 2016

原著（IF
＜0.3）

43 Akaishi Y. 総合診療科

Evaluation of the rapid influenza
detection tests GOLD SIGN FLU and
Quick Navi-Flu for the detection of
influenza A and B virus antigens in
adults during the influenza season.

Int J Infect Dis 52: 55-58, 2016
原著（IF
≧0.3）

44 Seki M. 総合診療科
How do case presentation teaching
methods affect learning outcomes?--
SNAPPS and the One-Minute preceptor.

BMC Med Educ 16: 12, 2016
原著（IF
≧0.3）

45
骨・関節バイオマテリアル研究寄附
講座

Size and thickness effect on creep
deformation of conventional and
vitamin E-diffused highly crosslinked
UHMWPE in total hip arthroplasty.

Journal of the Mechanical Behavior of
Biomedical Materials 62:399-406, 2016

原著（IF
＜0.3）

46 Yorifuji M 整形外科

Limited efficacy of COX-2 inhibitors
on nerve growth factor and
metalloproteinases expressions in
human synovial fibroblasts

J Orthop Sci.21(3): 381–388, 2016
原著（IF
≧0.3）

47 Murata K 整形外科
PGE1 Attenuates IL-1-β--Induced NGF
Expression in Human Intervertebral
Disc Cells

Spine 41 (12) : E710–E716,  2016
原著（IF
≧0.3）

48 Suzuki H 整形外科
Sagittal lumbo-pelvic alignment in
the sitting position of elderly
persons

Journal of Orthopaedic Science 21:
713-717, 2016

原著（IF
≧0.3）

49 Y. Asagai 整形外科
24 Years’ Experience of Low Level
Laser Therapy(LLLT) for Children with
Cerebral Palsy

Int J Phys Med Rehabil 4:1000320,
2016

原著（IF
≧0.3）

50 Takahashi Y 整形外科

Improved resistance to neck-liner
impingement in second-generation
highly crosslinked polyethylene - The
role of vitamin E and crosslinks

The Journal of Arthroplasty 31(12):
2926-2932, 2016

原著（IF
≧0.3）

小計10

5／16
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51 Takase　K 整形外科

Arthroscopic procedures and
therapeutic results of anatomical
reconstruction of the
coracoclavicular ligaments for
acromioclavicular joint dsilocation

Orthopaedic & Traumatologu: Syrgery &
Research 102: 583-587,  2016

原著（IF
≧0.3）

52 Nishiyama R. 麻酔科

Identification and functional
analysis of choline transporter in
tongue cancer: A novel
molecular target for tongue cancer
therapy

Journal of Pharmacological Sciences
131(2): 101-9, 2016

原著（IF
≧0.3）

53 Katagiri S
臨床検査医学科
（血液内科）

Long-term remission of acquired von
Willebrand syndrome associated with
multiple myeloma using bortezomib and
dexamethasone therapy

Haemophilia 22(6):e545-e575, 2016

その他
短報・レ
ター・図
説・臨床
治験・プ
ロシー
ディング

など

54 Kato Y. 皮膚科

Combination of retinoid and histone
deacetylase inhibitor produced an anti-tumor
effect in cutaneous T-cell lymphoma by
restoring tumor suppressor gene, retinoic acid
receptor β2, via histone acetylation

J Dermatol Sci 81: 17-25, 2016 原著（IF
≧0.3）

55

Chikamori T.

循環器内科

Diagnostic performance of a
cadmium-zinc-telluride single-
photon emission computed
tomography system with low-dose
technetium-99m as assessed by
fractional flow reserve.

Circ J 80(5): 1217-1224, 2016

原著（IF
≧0.3）

56

Murata N.

循環器内科

Drug-Eluting Stent vs
Percutaneous Transluminal
Angioplasty for Treatment of
Femoropopliteal In-Stent
Restenosis: Results From a
Retrospective 1-Year Multicenter
Study.

J Endovasc Ther 23(4): 642-647,
2016

原著（IF
≧0.3）

57

Shiina K.

循環器内科

Obstructive Sleep Apnea as
Possible Causal Factor for Visit-
to-Visit Blood Pressure
Variability.

Circ J 80(8): 1787-1794, 2016

原著（IF
≧0.3）

58

Tomiyama H.

循環器内科

Impact of glycemic control with
sitagliptin on the 2-year
progression of arterial
stiffness: a sub-analysis of the
PROLOGUE study.

Cardiovasc Diabetol 3;15(1):150,
2016

原著（IF
≧0.3）

59 Etsuko Koike 病理診断部
Association between breast cancer
recurrence and cellular dissociateon
assessed using fine-needle aspiration

Acta Cytologica；60：413-420 (2016)
原著（IF
≧0.3）

60 Shimada Y 人体病理学分野

The Frequency and Prognostic Impact
of Pathological Microscopic Vascular
Invasion According to Tumor Size in
Non-Small Cell Lung Cancer

Chest 149(3) : 775-85, 2016
原著（IF
≧0.3）

小計10
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61 Tominaga N 人体病理学分野

Five biopsy specimens from the
proximal part of the tumor reliably
determine HER2 protein expression
status in gastric cancer

Gastric Cancer 19(2) : 553-60, 2016
原著（IF
≧0.3）

62 Obayashi M 人体病理学分野

microRNA-203 suppresses invasion and
epithelial-mesenchymal transition
induction via targeting NUAK1 in head
and neck cancer

Oncotarget 7(7) : 8223-39, 2016
原著（IF
≧0.3）

63 Otsuka K 人体病理学分野

Clinical Outcomes and Prognostic
Factors for Salivary Duct Carcinoma:
A Multi-Institutional Analysis of 141
Patients

Ann Surg Oncol 23(6) : 2038-45, 2016
原著（IF
≧0.3）

64 Ohira T 人体病理学分野

Tumor volume determines the
feasibility of cell-free DNA
sequencing for mutation detection in
non-small cell lung cancer

Cancer Sci 107(11) : 1660-1666, 2016
原著（IF
≧0.3）

65 Nitta Y 人体病理学分野
Nimotuzumab enhances temozolomide-
induced growth suppression of glioma
cells expressing mutant EGFR in vivo

Cancer Med 5(3) : 486-99, 2016
原著（IF
≧0.3）

66 Akimoto J 人体病理学分野
Clinicopathological analysis in
patients with neuroendocrine tumors
that metastasized to the brain

BMC Cancer 16 : 36, 2016
原著（IF
≧0.3）

67 Tsuji Y 人体病理学分野

Diagnostic potential of endoscopic
ultrasonography-elastography for
gastric submucosal tumors: A pilot
study

Dig Endosc 28(2) : 173-8, 2016
原著（IF
≧0.3）

68 Nishi H 人体病理学分野

Hypoxia inducible factor-1 mediates
upregulation of urokinase-type
plasminogen activator receptor gene
transcription during hypoxia in
cervical cancer cells

Oncol Rep 35(2) : 992-8, 2016
原著（IF
≧0.3）

69 Takatsuna M 人体病理学分野
Myofibroblast distribution is
associated with invasive growth types
of colorectal cancer

Oncol Rep 36(6) : 3154-3160, 2016
原著（IF
≧0.3）

70 Morohashi S 人体病理学分野

A new histological therapeutic
classification system to predict
eradicated and residual lymph nodes
in breast cancer after neoadjuvant
chemotherapy

Oncol Rep 35(5) : 2592-8, 2016
原著（IF
≧0.3）

小計10

7／16
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71 Hirai H 人体病理学分野
Clinicopathological significance of
gastric poorly differentiated
medullary carcinoma

Biomed Res 37(2) : 77-84, 2016
原著（IF
≧0.3）

72 Oshiro H 人体病理学分野

Comparison between whole mount tissue
preparations and virtual tissue
microarray samples for measuring Ki-
67 and apoptosis indices in human
bladder cancer: A cross-sectional
study

Medicine (Baltimore) 95(31) : e4500,
2016

原著（IF
≧0.3）

73 Ono A 人体病理学分野
A Case of Primary Small-Cell
Carcinoma of the Bladder

Case Rep Oncol 9(3) : 574-579, 2016 症例報告

74
Shishido-Hara
Y

人体病理学分野
Progressive multifocal
leukoencephalopathy with inflammatory
reactions

Brain Nerve 68(4) : 479-88, 2016 総説

75 Yamada M 人体病理学分野

Quantitative nucleic features are
effective for discrimination of
intraductal proliferative lesions of
the breast

J Pathol Inform 7 : 1, 2016
原著（IF
＜0.3）

76 Tanisaka Y 人体病理学分野

A case of intraductal papillary
neoplasm of the bile duct
preoperatively diagnosed using
contrast-enhanced endoscopic
ultrasonography

Nihon Shokakibyo Gakkai Zasshi 113(7)
: 1236-43, 2016

症例報告

77 Morohashi S 人体病理学分野

Morphological analysis of the
residual rectal mucosa in 12
postoperative ulcerative colitis
patients

Hirosaki Med J  67 (1) : 92-101, 2016
原著（IF
＜0.3）

78 Haga T 人体病理学分野
Phenotypic characterization of early
biliary tract carcinomas proposes two
carcinogenesis pathways

Hirosaki Med J  67 (1) : 28-38, 2016
原著（IF
＜0.3）

79 Shirota N. 放射線医学

Intravoxel incoherent motion MRI as a
biomarker of sorafenib treatment for
advanced hepatocellular carcinoma: a
pilot study

Cancer Imaging 16(1): 1,2016
原著（IF
≧0.3）

80 Odagaki Y. 放射線医学

Is scintigraphy necessary to detect
migration of 125I seeds after
brachytherapy for early prostate
cancer?

Int J Clin Oncol 21(2): 397-401,2016
原著（IF
≧0.3）

小計10
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81 Saito K. 放射線医学

Distinguishing liver haemangiomas
from metastatic tumours using
gadolinium ethoxybenzyl
diethylenetriamine pentaacetic acid-
enhanced diffusion-weighted imaging
at 1.5T MRI

J Med Imaging Radiat Oncol 60(5):
599-606,2016

原著（IF
≧0.3）

82 Hirasawa Y. 放射線医学

Sarcopenia as a novel preoperative
prognostic predictor for survival in
patients with bladder cancer
undergoing radical cystectomy

Ann Surg Oncol 23(5): 1048-1054,2016
原著（IF
≧0.3）

83 Kennoki N. 放射線医学

Feasibility of intensity-modulated
radiotherapy combined with
gemcitabine and S-1 for patients with
pancreatic cancer

Mol Clin Oncol 4(1): 43-46,2016
原著（IF
＜0.3）

84 Ito N. 形成外科

Quantitative evaluation of exudate
leakage through adhesive wound
dressings in experimental pig skin
medel

東京医科大学雑誌 74(2), 148-153, 2016
原著（IF
＜0.3）

85 Matsumura H. 形成外科

Application of the cultured epidermal
autograft "JACE for treatment of
severe burns: Results of a 6-year
multicenter surveillance in Japan.

Burns・42(4):769-7・2016
原著（IF
≧0.3）

86 Matsumura H. 形成外科

First experience using cultured
epidermal autografts in Taiwan for
burn victims of the Formosa Fun Coast
Water Park explosion, as part of
Japanese medical assistance.

Burns・42 697-703・2016
原著（IF
≧0.3）

87 Osada T. リハビリテーションセンター

Difference in muscle blood flow fluctuations
between dynamic and static thigh muscle
contractions: How to evaluate exercise blood
flow by Doppler ultrasound

Physical Medicine and Rehabilitation
Research・1(5)・1-7・2016

その他
短報・レ
ター・図
説・臨床
治験・プ
ロシー
ディング

など

88 Iwatsuka K 消化器内科学
Clinical backgrounds and outcomes of
elderly Japanese patients with
gastrointestinal bleeding

Intern Med 55: 325-332, 2016
原著（IF
≧0.3）

89 Ishii K 消化器内科学
Balloon enteroscopy-assisted ERCP in
patients with Roux-en-Y gastrectomy
and intact papillae (with videos)

Gastrointest Endosc 83(2): 377-386,
2016

原著（IF
≧0.3）

90 Itoi T 消化器内科学

Prospective evaluation of endoscopic
ultrasonography-guided double-
balloon-occluded gastrojejunostomy
bypass (EPASS) for malignant gastric
outlet obstruction

Gut 65(2): 193-195, 2016
原著（IF
≧0.3）

小計10
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91 Suzuki S 消化器内科学

Usefulness of a traction method using
dental floss and a hemoclip for
gastric endoscopic submucosal
dissection: A propensity score
matching analysis (with videos)

Gastrointest Endosc 83(2): 337-346,
2016

原著（IF
≧0.3）

92 Tsuji Y 消化器内科学

Diagnostic potential of endoscopic
ultrasonography-elastography for
gastric submucosal tumors: A pilot
study

Dig Endosc 28(2): 173-178, 2016
原著（IF
≧0.3）

93 Mukai S 消化器内科学

Macrolides sensitize EGFR-TKI-induced
non-apoptotic cell death via blocking
autophagy flux in pancreatic cancer
cell lines

Int J Oncol 48(1): 45-54, 2016
原著（IF
≧0.3）

94 Kurihara T 消化器内科学

Diagnostic and therapeutic single-
operator cholangiopancreatoscopy in
biliopancreatic diseases: Prospective
multicenter study in Japan

World J Gastroenterol 22(5): 1891-
1901, 2016

原著（IF
≧0.3）

95 Yagi Kuwata N 消化器内科学

Reasonable decision of anesthesia
methods in patients who underwent
endoscopic submucosal dissection for
superficial esophageal carcinoma: A
retrospective analysis in a single
Japanese institution

Turk J Gastroenterol 27(2): 91-96,
2016

原著（IF
≧0.3）

96 Shirota N 消化器内科学

Intravoxel incoherent motion MRI as a
biomarker of sorafenib treatment for
advanced hepatocellular carcinoma: A
pilot study

Cancer Imaging 16(1):1, 2016
原著（IF
≧0.3）

97 Tanaka R 消化器内科学

New digital cholangiopancreatoscopy
for diagnosis and therapy of
pancreaticobiliary diseases (with
videos)

J Hepatobiliary Pancreat Sci 23(4):
220-226, 2016

原著（IF
≧0.3）

98 Kawai T 消化器内科学
Key issues associated with
Helicobacter pylori  eradication

Digestion 93(1): 19-23, 2016
原著（IF
≧0.3）

99 Mukai S 消化器内科学

Multicenter, prospective, crossover
trial comparing the door-knocking
method with the conventional method
for EUS-FNA of solid pancreatic
masses (with videos)

Gastrointest Endosc 83(6): 1210-1217,
2016

原著（IF
≧0.3）

100 Koga M 消化器内科学

Barium impaction therapy with balloon
occlusion for deep colonic
diverticular bleeding: A three-case
series

Endosc Int Open 4(5): E560-563, 2016
原著（IF
＜0.3）

小計10
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101 Sugimoto K 消化器内科学

Computer-aided diagnosis for
estimating the malignancy grade of
hepatocellular carcinoma using
contrast-enhanced ultrasound: An ROC
observer study

Liver Int 36(7): 1026-1032, 2016
原著（IF
≧0.3）

102 Ogawa S 消化器内科学

Relationship between liver tissue
stiffness and histopathological
findings analyzed by shear wave
elastography and compression testing
in rats with non-alcoholic
steatohepatitis

J Med Ultrason 43(3): 355-360, 2016
原著（IF
≧0.3）

103 Sugimoto K 消化器内科学

Optimal injection rate of ultrasound
contrast agent for evaluation of
focal liver lesions using an
automatic power injector: A pilot
study

Springerplus 5(1): 749, 2016
原著（IF
≧0.3）

104 Mukai T
* 消化器内科学

Pilot study of a novel, large-bore,
fully covered self-expandable
metallic stent for unresectable
distal biliary malignancies

Dig Endosc 28(6): 671-679, 201
原著（IF
≧0.3）

105 Furuichi Y 消化器内科学

Branched-chain amino acid-enriched
nutrient increases blood platelet
count in patients after endoscopic
injection sclerotherapy

Hepatol Res 46(11): 1129-1136, 2016
原著（IF
≧0.3）

106 Saito K 消化器内科学

Distinguishing liver haemangiomas
from metastatic tumours using
gadolinium ethoxybenzyl
diethylenetriamine pentaacetic acid-
enhanced diffusion-weighted imaging
at 1.5T MRI

J Med Imaging Radiat Oncol 60(5):
599-606, 2016

原著（IF
≧0.3）

107 Fujita M 消化器内科学

Effectiveness of contrast-enhanced
endoscopic ultrasound for detecting
mural nodules in intraductal
papillary mucinous neoplasm of the
pancreas and for making therapeutic
decisions

Endosc Ultrasound 5(6): 377-383, 2016
原著（IF
≧0.3）

108 Honjo M 消化器内科学
Impact of fully covered metal stent
placement in refractory postoperative
hilar and anastomotic strictures

Adv Tech Biol Med 4: 169, 2016
原著（IF
＜0.3）

109 Takeuchi M 消化器内科学

Clinical outcomes of endoscopic
treatment in superficial non-
ampullary duodenal epithelial tumors
(非乳頭部十二指腸腫瘍に対する内視鏡治
療成績)

東医大誌 74(1): 44-53, 2016
原著（IF
＜0.3）

110 Mukai S 消化器内科学
How should we use endoscopic
ultrasonography-guided biliary
drainage techniques separately?

Endosc Ultrasound 5(2): 65-68, 2016 総説

小計10
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111 Itoi T 消化器内科学
EUS-guided biliary rendezvous: slow,
hesitant, baby steps forward

Gastrointest Endosc 83(2): 401-403,
2016

総説

112 Mukai S 消化器内科学

Selective biliary cannulation
techniques for endoscopic retrograde
cholangiopancreatography procedures
and prevention of post- endoscopic
retrograde cholangiopancreatography
pancreatitis

Expert Rev Gastroenterol Hepatol
10(6): 709-722, 2016

総説

113 Tsuchiya T 消化器内科学
Endoscopic ultrasonography-guided
rendezvous technique

Dig Endosc 28 Suppl 1: 96-101, 2016 総説

114 Itoi T 消化器内科学
Moving closer to developing an
optimal algorithm for EUS-guided
biliary drainage

Gastrointest Endosc 84(6): 947-949,
2016

総説

115 Itoi T 消化器内科学

A small magnet with a large potential
to replace surgery in repairing a
disconnected bile duct after living-
donor liver transplantation

Endoscopy 48(7): 607-608, 2016 総説

116 Itoi T 消化器内科学
Novel EUS-guided double-balloon─
occluded gastrojejunostomy bypass

Gastrointest Endosc 83(2): 461-462,
2016

症例報告

117 Mukai S 消化器内科学

EUS-guided intrahepatic bile duct
stone extraction via
choledochoduodenostomy created by a
lumen-apposing metal stent

Gastrointest Endosc 83(4): 832-833,
2016

症例報告

118 Tonozuka R 消化器内科学
Holmium: YAG laser lithotripsy
through an EUS-guided
hepaticogastrostomy route

Gastrointest Endosc 83(4): 830-831,
2016

症例報告

119 Tonozuka R 消化器内科学
Endoscopic sphincterotomy using an
isolated-tip needle-knife papillotome
after Billroth II gastrectomy

Gastrointest Endosc 84(1): 176, 2016 症例報告

120 Tanaka R 消化器内科学

New digital cholangioscopy-guided
removal of a transpapillary plastic
stent through the hepaticogastrostomy
route

Gastrointest Endosc 84(2): 371, 2016 症例報告

小計10
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121 Ikeuchi N 消化器内科学

Strongyloides stercoralis infection
causing obstructive jaundice and
refractory pancreatitis: A lesson
learned from a case study

Intern Med 55(15): 2081-2086, 2016 症例報告

122 Mukai S 消化器内科学

EUS-guided pelvic abscess drainage
with use of a biflanged metal stent
through the perianal transgluteal
route

Gastrointest Endosc 84(6): 1069-1070,
2016

症例報告

123 Yamamoto K 消化器内科学

Endosopic removal of an inward
migrated pancreatic duct stent with
use of a small biopsy forceps through
a dilator

VideoGIE 1(2): 31, 2016 症例報告

124 Tonozuka R 消化器内科学
EUS-guided biliary drainage is
infrequently used even in high-volume
centers of interventional EUS

Gastrointest Endosc 84(1): 206-207,
2016

その他
短報・レ
ター・図
説・臨床
治験・プ
ロシー
ディング

など

125 Yanagihara M 睡眠学寄附講座医
Treatment of obstructive sleep apnea
with a tongue-stabilizing device at a
single multidisciplinary sleep center

Journal of Dental Sleep Medicine
3(2): 43-47, 2016

原著（IF
＜0.3）

126 Sasai-Sakuma T 睡眠学寄附講座医

Cross-sectional study of obstructive
sleep apnea syndrome in Japanese
public transportation drivers: its
prevalence and association with
pathological objective daytime
sleepiness

J Occup Environ Med 58(5): 455-458,
2016

原著（IF
≧0.3）

127 Komada Y 睡眠学寄附講座医
Comparison of clinical features
between primary and drug-induced
sleep-related eating disorder

Neuropsychiatr Dis Treat 12: 1275-
1280, 2016

原著（IF
≧0.3）

128 Ito E 睡眠学寄附講座医
Oropharyngeal crowding closely
relates to aggravation of OSA

Chest 150(2): 346-352, 2016
原著（IF
≧0.3）

129 Inoue Y 睡眠学寄附講座医

Findings of the Maintenance of
Wakefulness Test and its relationship
with response to modafinil therapy
for residual excessive daytime
sleepiness in obstructive sleep apnea
patients adequately treated with
nasal continuous positive airway
pressure

Sleep Med 27: 45-48, 2016
原著（IF
≧0.3）

130 Komada Y 睡眠学寄附講座医

Social jetlag affects subjective
daytime sleepiness in school-aged
children and adolescents: A study
using the Japanese version of the
Pediatric Daytime Sleepiness Scale
(PDSS-J)

Chronobiol Int 33(10): 1311-1319,
2016

原著（IF
≧0.3）

小計10
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131 Sasai-Sakuma T 睡眠学寄附講座医
Pareidolias in REM sleep behavior
disorder: a possible predictive
marker of Lewy body diseases?

Sleep 40(2):
dx.doi.org/10.1093/sleep/zsw045, 2016

原著（IF
≧0.3）

132 Katagiri S 血液内科

 Fatal cyberlindnera fabianii in a
patient with mixed phenotype acute
leukemia after an umbilical cord
blood transplantation

International Journal of Hematology
原著（IF
≧0.3）

133 Okabe S 血液内科

Combination therapy with copanlisib
and ABL tyrosine kinase inhibitors
against Philadelphia chromosome-
positive resistant cells

Oncotarget,7(33): 53116-53126, 2016
原著（IF
≧0.3）

134 Ohyashiki K 血液内科

Down-regulation of plasma miR-215 in
chronic myeloid leukemia patients
with successful imatinib
discontinuation

The International Journal of
Molecular Sciences, Special issue for
-MicroRNA in various disease states
as biomarkers, 17(4):570, 2016

原著（IF
≧0.3）

135 Katagiri S 血液内科

 Long-term remission of acquired von
Willebrand syndrome associated with
multiple myeloma using bortezomib and
dexamethasone therapy

 Haemophilia,22(6):e557-e559, 2016
原著（IF
≧0.3）

136 Akimoto J 脳神経外科
Clinicopathological analysis in
patients with neuroendocrine tumors
that metastasized to the brain

BMC Cancer 16: 36, 2016
原著（IF
≧0.3）

137 Akimoto J 脳神経外科
Solitary tentorial sarcoid granuloma
associated with Propionibacterium
acnes infection: case report

J Neurosurg 25: 1-4, Epub ahead of
print, 2016

原著（IF
≧0.3）

138 Akimoto J 脳神経外科
Photodynamic Therapy for Malignant
Brain Tumors

Neurologia medico-chirugica 56(4):
151-157, 2016

原著（IF
≧0.3）

139 Fukami S 脳神経外科
Tsuburaya A, Soma T, Yoshikawa T, Cho
H, Miki T, Uramatsu M, Fujisawa Y,
George Youngson, Steven Yule

Brain Tumor Pathol. 33(3): 191-199,
2016

原著（IF
≧0.3）

140 Fukami S 脳神経外科
Surg Today, Published online :25,
2016

J Neurol Sci. 361: 92-94, 2016
原著（IF
≧0.3）

小計10
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141 Jimbo H 脳神経外科
Rapid de novo aneurysm formation
after Rathke cleft cyst rupture

World Neurosurg 88: 690.e11-6, 2016
原著（IF
≧0.3）

142 Mallidi S 脳神経外科

Beyond the Barriers of Light
Penetration: Strategies, Perspectives
and Possibilities for Photodynamic
Therapy

Theranostics 6(13): 2458-2487, 2016
原著（IF
≧0.3）

143 Matsushima K 脳神経外科
Anatomy and approaches along the
cerebellar-brainstem fissures

J Neurosurg 124(1): 248-263, 2016
原著（IF
≧0.3）

144 Kulwin C 脳神経外科

Lateral Supracerebellar
Infrantentorial Approach for
Microsurgical Resection of Large
Midline Pineal Region Tumors:
Techniques to Expand the Operative
Corridor

J Neurosurg 124(1): 269-276, 2016
原著（IF
≧0.3）

145 Komune N, 脳神経外科
Surgical approaches to jugular
foramen schwannomas: an anatomic
study

Head Neck 38 Suppl 1: E1041-53, 2016
原著（IF
≧0.3）

146 Matsushima K 脳神経外科

Perifascial areolar tissue graft for
spinal dural repair with
cerebrospinal fluid leakage: Case
report of novel graft material,
radiological assessment technique,
and rare postoperative hydrocephalus

World Neurosurg 95: 619.e5-619.e10,
2016

原著（IF
≧0.3）

147 Komune N 脳神経外科
The accuracy of an electromagnetic
navigation system in lateral skull
base approaches

Laryngoscope, 2016 [Epub ahead of
print]

原著（IF
≧0.3）

148 Akiyama O 脳神経外科
Microsurgical and endoscopic
approaches to the pulvinar

J Neurosurg, 2016 [Epub ahead of
print]

原著（IF
≧0.3）

149 Murai M 脳神経外科

Letter; Spot sign in acute
intracerebral hemorrhage in dynamic
T1-weighted magnetic resonance
imaging

Stroke, 47:e211,2016
原著（IF
≧0.3）

150 Asamoto S 脳神経外科
Modified Goel's Method for basilar
impression: a case report with
literature review

NMC Case report J 3:21-23, 2016
原著（IF
≧0.3）

小計10
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料1】

（1）高度の医療技術の開発及び評価をおこなうことの評価対象となる論文

番号 発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

論文種別

151 Asamoto S 脳神経外科
Minimally invasive space shuttle
laminotomy for degenerative lumbar
canal stenosis

J Craniovert Jun Spine 7: 55-58, 2016
原著（IF
≧0.3）

152 Tsurukiri J 脳神経外科

Ruptured Multiple Mycotic Aneurysms
Following Infective Endocarditis:
Effectiveness of Catheter-based
Techniques Using N-butyl
Cyanoacrylate in a Hemorrhage-induced
Coagulopathy

Current Medical Imaging Reviews 13
（2）,2017

原著（IF
≧0.3）

153 Tsurukiri J 脳神経外科

Endovascular Targeted Coil
Embolization Using Dual Vessel
Approach for Traumatic Direct
Carotid-Cavernous Fistula Following
Severe Head Trauma: A Technical Notes

Signa Vitae, 13（1）:105-108,2017
原著（IF
＜0.3）

小計3

計　　153
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

申請対象、提出書類、参照すべき指針、申請から研究実施までの流れ 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

目的、基本方針、定義、対象者、対象事例、体制 等 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年1回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年2回 

・研修の主な内容 

倫理指針の改正に伴う注意点 等 

 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

【資料2参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数       111.2 人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

平山陽示 総合診療科 臨床教授 33年  

大屋敷一馬 血液内科 主任教授 39年  

瀬戸口靖弘 呼吸器内科 教授 32年  

近森大志郎 循環器内科 主任教授 35年  

小田原雅人 糖尿病・代謝・内分泌内科 主任教授 37年  

沢田哲治 リウマチ・膠原病内科 教授 30年  

糸井隆夫 消化器内科 主任教授 26年  

菅野義彦 腎臓内科 主任教授 26年  

相澤仁志 神経内科 主任教授 35年  

羽生春夫 高齢診療科 主任教授 36年  

井上 猛 メンタルヘルス科 主任教授 33年  

池田徳彦 呼吸器外科・甲状腺外科 主任教授 31年  

荻野 均 心臓血管外科 主任教授 35年  

勝又健次 消化器外科・小児外科 教授 33年  

石川 孝 乳腺科 主任教授 30年  

河野道宏 脳神経外科 主任教授 30年  

山本謙吾 整形外科 主任教授 34年  

松村 一 形成外科 主任教授 30年  

西 洋孝 産科・婦人科 主任教授 23年  

河島尚志 小児科 主任教授 36年  

後藤 浩 眼科 主任教授 33年   

塚原清彰 耳鼻咽喉科・頭頚部外科 主任教授 19年  

大野芳正 泌尿器科 主任教授 27年  

内野博之 麻酔科 主任教授 30年  

徳植公一 放射線科 主任教授 35年  



福武勝幸 臨床検査医学科 主任教授 38年  

三島史朗 救命救急センター 教授 29年  

上野竜一 リハビリテーションセンター 臨床講師 27年  

坪井良治 皮膚科 主任教授 37年  

渡邊秀裕 感染症科 准教授 31年  

長尾俊孝 病理診断部 主任教授 26年    
         

 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 













































































































































































 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

① ・研修の主な内容：「がん化学療法看護」がん集学治療とは がん化学療法看護の基礎  

   ・研修の期間：平成28年12月9日（金）     ・実施回数：1回 

   ・研修の参加人数：35名 

②  ・研修の主な内容：「家族看護」家族看護とは 家族支援とは 家族アセスメントの手法 

   ・研修の期間：平成28年9月30 日（金）     ・実施回数：1回 

   ・研修の参加人数：37名 

③  ・研修の主な内容：「認知症看護」認知症患者との関りを振り返る 事例検討  

   ・研修の期間：平成28年5月23日（月）     ・実施回数：1回 

   ・研修の参加人数：28名 

  ④ ・研修の主な内容：「シミュレーションで看護の実践力を高めよう」患者の観察、アセス

メント、問題の抽出、看護の一連についてシミュレーション教育技法を用いる  

   ・研修の期間：平成28年 9月1日（木） 9月20日（火） ・実施回数：3回 

   ・研修の参加人数：36 名 

 ⑤ ・研修の主な内容：「口腔ケア」口腔ケアの基礎 病態別口腔ケア基準 周術期口腔機能

管理料算定について 口腔ケアアセスメント 口腔ケアの手技  

   ・研修の期間：平成28年10月4日（金）     ・実施回数：1回 

   ・研修の参加人数：59名 名 

 ⑥ ・研修の主な内容：「指導のスキルを高めよう」指導とは 成人教育技法 指導法各論 

    シミュレーション教育を体験する   

   ・研修の期間：平成28年10月18日（火）     ・実施回数：1回 

   ・研修の参加人数：11名 



 ⑦ ・研修の主な内容：「シミュレーションで看護の実践力を高めよう」 医療におけるシミ

ュレーション教育とは、臨床への応用 シナリオを用いた学習支援方法を学ぶ 

    シナリオ作成の方法 シミュレーションの教育プログラムのシナリオ作成   

   ・研修の期間：平成28年6月28 日（火）     ・実施回数：1回 

   ・研修の参加人数：10 名 

 ⑧ ・研修の主な内容：「看護ケアの質向上につながるベッドサイドコミュニケーション」 

    対人援助とコミュニケーション 基本のコミュニケーションスキル ロールプレイ 

   ・研修の期間：平成28年9月14 日（水）     ・実施回数：1回 

   ・研修の参加人数：21 名 

 ⑨ ・研修の主な内容：「看護倫理Ⅰ～Ⅳ」 看護倫理とは 倫理原則 患者の権利 

 倫理的ジレンマ 臨床倫理の４分割法 症例カンファレンス 

   ・研修の期間：平成28年8月25 日（木）11月30日（水）1月13日（金）2月27日（月） 

   ・実施回数：6回 

   ・研修の参加人数：253 名 

 ⑩ ・研修の主な内容：「新しい創傷の概念-MDRPU-」MDRPUとは その治療と看護 

   ・研修の期間：平成28年10月18日（火）      ・実施回数：1回 

   ・研修の参加人数：133名 

 ⑪ ・研修の主な内容：「排尿自立指導リンクナースの役割」排尿自立指導に関する概要 

    排尿自立リンクナースの役割について 排尿自立指導リンクナースの実際 

    自己導尿指導、残尿測定方法について 

   ・研修の期間：平成29年3月28日          ・実施回数：1回 

   ・研修の参加人数：127名 

 

 

 



②  業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

① ・研修の主な内容：「安全Ⅰ～Ⅳ」医療事故につながる環境 KYTの方法と実際 ヒューマ

ンエラーと不安全行動 チーム医療とコミュニケーション SBAR インシデントレポート

の意義と活用 医療事故事例の分析と分析結果の活かし方 インシデントレポート報告時

のポイント SHELLモデルによる分析 医療安全体制 自部署のリスクマネジメント 

   ・研修の期間：平成28年 7月 8日（金） 7月29日（金）11月18日（金）12月12日（月）     

平成29年1月20日（金） 

   ・実施回数：5回 

   ・研修の参加人数：249名 

② ・研修の主な内容：「看護管理Ⅰ～Ⅳ」組織とは 組織の一員としての自覚と役割 

   メンバーシップ リーダーシップとは リーダーシップを発揮するには チームを支え 

るコミュニケーション 自分の立場を振り返る 目標管理とは 組織の目標と個人目標の

関係 医療政策の動向 大学病院における看護師の役割 他職種協働とコミュニケーショ

ン 

   ・研修の期間：平成28年6月21日（火） 6月30日（木 ） 7月26日（火） 8月29日（月） 

平成29年2月123（月） 

   ・実施回数：5回 

   ・研修の参加人数：195 名 

 ③ ・研修の主な内容：「医療連携と退院支援」 2次医療圏や社会の変化から当院の役割を理

解する 地域包括支援センターの役割と社会資源 地域における在宅医療と患者の実際 

よりよい退院支援のための調整 

   ・研修の期間：平成28年7月4日（月）10月6日（木） 

   ・実施回数：2回 

   ・研修の参加人数：40名 



③  他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

① ・研修の主な内容：「訪問看護師と病院看護師の交流会」 病院と地域の連携強化 各々

の現状、問題点、課題を明確にする 

   ・研修の期間：平成29年9月28日（水） 10月21日（金）    

・実施回数：2回 

   ・研修の参加人数：院内・・62名 院外・・48名 

② ・研修の主な内容：「病院と介護支援専門員の交流会」 病院と地域の連携強化 各々の 

   現状、問題点、課題を明確にする 

   ・研修の期間：平成29年12月16日（金） 

・実施回数：1回 

   ・研修の参加人数：院内・・16名  院外・・14名 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長（土田明彦） 

  管理担当者氏名 三木 保（医療安全管理責任者、医療安全管理室長）、 
前 彰（医薬品安全管理責任者、薬剤部長）、 
内野博之（医療機器安全管理責任者、臨床工学部長）、 
羽生春夫（総合相談・支援センター長）、 
河島尚志（診療部長）、渡邊秀裕（感染制御部長）、 
竹山邦彦（臨床研究支援センター長）、 
菅野義彦（中央病歴室長）、 
平山陽示（卒後臨床研修センター長、生涯教育センター長）、 
青木 隆（事務部長）、篠崎 功（医事課長）、 
龍崎之彦（総務課長）、飯塚幸雄（人事課長）、 
吉岡 博（内部監査室長） 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ

る
事
項 

病院日誌 総務課  日誌等はファイルに
より保管。診療に関する
諸記録は電子カルテに
て保管管理しており、時
系列的な情報の一元化
で他科・多職種の診療情
報の共有化を図り、紙に
記載した診療記録はス
キャン取り込みし、タイ
ムスタンプ・電子認証を
行い保管管理している。 
 なお、原則、診療録の
病院外への持ち出しは
禁止。 

各科診療日誌 総務課 
処方せん 薬剤部 
手術記録 中央病歴室 
看護記録 中央病歴室 
検査所見記録 中央病歴室 
エックス線写真 中央病歴室 
紹介状 中央病歴室 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

中央病歴室 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事課  担当する各部門にお
いて、コンピューター又
はファイル等により保
管管理している。 

高度の医療の提供の実績 各診療科 
医事課 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

各診療科 
研究支援課 

高度の医療の研修の実績 各診療科 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

薬剤部 
医事課 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一

項
に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理室 
 

 担当する各部門にお
いて、コンピューター又
はファイル等により保
管管理している。 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全管理室 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理室 
生涯教育センター 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的

医療安全管理室 
 



 
 

とした改善のための方策の状況  
 

 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

 
規 
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 担当する各部門にお
いて、コンピューター又
はファイル等により保
管管理している。 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染制御部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

臨床工学部 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学部 
放射線部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学部 
放射線部 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管理 
及び運営に 
関する諸記 
録 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理室 担当する各部門にお
いて、コンピューター
又はファイル等により
保管管理している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

中央病歴室 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

中央病歴室 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理室 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

臨床研究支援センタ
ー 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

臨床研究支援センタ
ー 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理室 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理室 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

総合相談・支援セン
ター 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

内部監査室 

職員研修の実施状況 医療安全管理室 
管理者、医療安全管理責任者、
医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者のため
の研修の実施状況 

医療安全管理室 
総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管
理方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載す
ること。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              病院長（土田明彦） 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              三木 保（医療安全管理責任者、医療安全管理室長）、 
前 彰（医薬品安全管理責任者、薬剤部長）、 
内野博之（医療機器安全管理責任者、臨床工学部長）、 
羽生春夫（総合相談・支援センター長）、 
河島尚志（診療部長）、渡邊秀裕（感染制御部長）、 
竹山邦彦（臨床研究支援センター長）、 
菅野義彦（中央病歴室長）、 
平山陽示（卒後臨床研修センター長、生涯教育センター長）、 
青木 隆（事務部長）、篠崎 功（医事課長）、 
龍崎之彦（総務課長）、飯塚幸雄（人事課長）、 
吉岡 博（内部監査室長） 

 閲覧の求めに応じる場所              本館6階 会議室 

 閲覧の手続の概要 

 

医療法の定めに基づき、当院に患者を紹介しようとする医師からの文書又は厚生労働大臣及び

都道府県知事などが必要と認めた検査実施の公文書をもって通知を受けたときに閲覧に供する。 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        2件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        0件 

  歯  科  医  師    延        0件 
      国    延        1件 
  地 方 公 共 団 体    延        1件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
 
１．目的 

この指針は、学校法人東京医科大学における医療安全に関する基本指針の趣旨に基づき、東京医科
大学病院における医療の安全を確保するために必要な体制並びに医療事故及びインシデント発生時
の対応方法を示し、もって良質で安全な医療提供に寄与することを目的とする。 

 
２．基本的な考え方 

１）質の高い医療を持続して提供するためには、安全管理体制のより一層の充実を目指す姿勢が重
要である。この姿勢の確保は、全ての医療従事者の責務であり、全職員が医療の質の向上と安
全の推進に取り組まなければならない。 

２）病院長は、個人の努力に依拠する安全管理には限界があることを認識し、組織を挙げた安全管
理体制の構築に努める必要がある。 

 
３．組織及び体制 

１）病院長は、「学校法人東京医科大学における医療安全に関する基本指針」第２条第２項各号に
従い、次に掲げる者を任命し、又は部門を設置する。 

（１）医療安全管理責任者 
（２）医療安全管理委員会 
（３）医療安全管理室 
（４）医療安全管理者 
（５）感染制御部 
（６）医薬品安全管理責任者 
（７）医療機器安全管理責任者 
（８）総合相談・支援センター 

 
２）病院長は、前項各号に掲げる者又は部門の運営に係る事項を定める。 
３）病院長は、第１項第１号に定める者に係る事項を定めるにあたっては、以下に掲げる業務を含

むように努めなければならない。 
（１）安全管理体制の構築 
（２）医療安全に関する職員への教育及び研修の実施 
（３）医療事故等を防止するための情報収集、分析、対策立案、フィードバック、評価 
（４）医療事故等への対応 
（５）安全文化の醸成 
 

４．職員研修 
１）病院長は、医療安全への意識、多職種との連携業務の認識、業務の技能向上を目的として、医

療に係る安全管理のための基本的な事項及び具体的な方策について、職員に対する研修を実施
する。 

２）病院長は、医療法施行規則第９条の２３第１４号に規定する職員研修を実施する。 
３）病院長は、定期的に医療安全管理に係る研修を受講する。 
４）病院長は、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者に、定期

的に医療安全管理に係る研修を受講させる。 
 

５．報告等に基づく安全管理体制 
全職員は、患者に望ましくない事象が発生した場合、又はその可能性を発見した場合には、別に定

める規程に基づく報告をしなければならない。 
 

６．医療事故等発生時の対応 
１）全職員は、患者に医療事故等が発生した場合、患者の回復並びに患者及び家族等に対する情報

提供に努める。 
２）病院長は、患者に医療事故等が発生した場合の対応に係る事項を定める。 

 
７．医療従事者と患者との情報共有等 

１）全職員は、患者等の個人情報を保護する義務を有する。 
２）病院長は、個人情報保護に係る事項を定める。 
３）全職員は、患者が疾病や診療内容等を十分理解し医療上の意思決定がで 



 
 
 

 
きるように、情報提供と説明を行う。 

４）全職員は、患者との情報共有に努める。 
５）病院長は、患者その他の病院利用者及び全職員がこの指針を閲覧可能とすること。 
 

８．患者からの相談への対応 
病院長は、患者からの相談に対応する部門を設置し、及び相談に関する手続きを定める。 
 

９．特定機能病院間の監査 
１）病院長は、他の特定機能病院の管理者と連携し、年に１回以上他の特定機能病院に従業者を立

ち入らせ、必要に応じ、医療に係る安全管理の改善のための技術的助言を行わせなければなら
ない。 

２）病院長は、年に１回以上他の特定機能病院の管理者が行う前項に規定する従業者の立入りを受
け入れ、技術的助言を受けなければならない。 

 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年12回 
・ 活動の主な内容： 

 
１）医療事故等を防止するための体制を確立すること 
２）医療事故等についての対応、情報収集、調査及び分析を指揮監督すること 
３）職員に対して医療事故等に関する情報を提供すること 
４）職員に対して医療事故等防止及び医療安全管理に関する教育をすること 
５）医療事故等が医療事故調査制度における医療事故調査・支援センターへの報告を要するものか

否かを判断すること 
６）院内病因死因（Morbidity and Mortality）検討会に対して、前号の判断のために必要な情報

を取りまとめて、報告書の作成を指示すること 
７）医療安全管理委員会の所掌する下部の委員会等から報告を受けること 
８）医療事故等が発生した際、事象の事実及び発生前の状況について、職員に医療安全管理室へ報

告させること 
９）前号の規定による報告の実施状況を確認すること 
10）前号の規定による確認結果を病院長へ報告すること 
11）第８号に規定する実施の状況が不十分な場合、適切な報告のための職員への研修及び指導を行

うこと 
12）重大な問題その他医療安全管理委員会において取り扱うべき問題が発生した場合、速やかな原

因究明のための調査及び分析を行うこと 
13）前号の分析結果を活用し、医療安全の確保のための方策の立案、実施、職員への周知を行う 

こと 
14）前号の医療安全の確保のための方策の実施状況の調査及び必要に応じた方策の見直しを行う 

こと 
 15）その他医療安全一般に関すること 
 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年2回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
 １）医療法に定められた医療安全研修 
     6月と11月に実施。対象は全職員であり、常勤・非常勤問わず必須としている。研修は直接

講義を聴講することが最良と考えるが、職員全員を収容する研修場がないため、5日間にわた
り（月～金）連日同じ内容で研修会を開催している。5日間開催しても、育児時間、夜勤、当
直、緊急手術など諸々の理由で参加できなかった職員に対しては、その後ＤＶＤ上映会を開催
し（10～15回）、受講できるようにしている。平成28年度は各5回のライブ講演とＤＶＤ上映
会を合わせて計36回開催した。 

 
 ２）中途採用・帰任者研修 
    院内の医療安全・感染・個人情報についてのルールなどを周知、共有する目的で中途採用者

・帰任者に対し、研修を実施している。研修はe-learningを活用し、受講状況・理解度につい
て、卒後臨床研修センターと協力し、情報の共有・管理を行っている。 

 



 
 
 

 
 ３）初期臨床研修医研修（年12回） 
    総合診療科ラウンド中の初期臨床研修医に対し、医療安全管理室での研修を1日設け、医療

安全の基礎、院内の医療安全に関する取り組み、薬剤の知識の講義及び院内巡視を実施してい
る。 

 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
 
 １）イントラネットでのインシデントの報告 
 ２）日本医療機能評価機構への報告 
 ３）医療事故防止および医療の質確保に関する活動 
 ４）医療安全推進委員会（多職種混成チーム）による定期院内巡視と評価、および医療安全管理室

の院内巡視（毎月1回） 
 ５）情報の一元化（職員が知っておくべき共有ファイルの指定と管理） 
 ６）職場安全会議を活用した多職種による合同カンファレンスの推進 
 ７）インフォームドコンセント時の複数立ち合いの推奨（看護師の立ち合いの推奨） 
 ８）医療安全管理室ニュースレター、医療安全情報の配信による職員への周知 
 ９）医療安全マニュアル、医療安全マニュアルポケット版の改定作業 
 10）三施設間医療安全相互ラウンドの実施 
    東京医科大学には三施設の病院がある。同系列病院として安全管理の質向上と相互理解、情

報共有などを図る目的で、三病院医療安全相互ラウンドを実施している。三病院共有のマニ
ュアル、報告制度などの検討を行っている。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
  



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 

1.院内感染対策の基本的な考え方を示して、感染症発生防止に留意し、発生時には速やかな制圧を 

全職員で図る。 

2.病院長直属の中心的な組織、感染制御部を設ける。 

3.対策の病院全体への周知・実施を行っていくため、感染症対策委員会と感染対策小委員会の設置 

感染リンクドクター・リンクナースを配備する。 

4.病院職員に対しては基本的な考え方や具体的な方策に関する研修会を開催する。 

5.感染症に関する注意情報を随時発するとともに、院内における耐性菌の検出状況を感染症対策委 

員会・診療合同会議等にて報告する。 

6.感染症発生時には、職員はすみやかに感染制御部へ報告し、感染制御部は原因究明・改善策を検 

討する。検討した内容は感染症対策委員会で協議の上、各種会議等を通じ全職員に周知徹底する。 

7.指針は患者その家族が閲覧できる。患者・家族にも感染防止の意義や手技を説明し、協力を求める 

8.職員はマニュアルを遵守するとともに、自らの健康管理に留意する。 
 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 13回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

1. 微生物検査室からの耐性菌分離レポートの集計結果による発生動向の把握と分析 

2. 感染制御部病棟ラウンド状況の報告（対象：広域抗菌薬長期間投与例、耐性菌分離例、 

アウトブレイク事例等） 

3. 感染制御部立案の具体的対策案について、各種職種代表者による審議 

4. 対策案・注意喚起情報の職員への周知（診療合同会議・科長会議・師長会議・総医局会・ 

中央診療部門の各部署での会議や院長通達、サイボウズや書面等による委員会からの情報 

発信など  5. マニュアル・ガイドラインなど院内全般に渡る規約の最終決議 

 

 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年  40回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

（１）新採用者オリエンテーション：院内感染対策組織・マニュアル、標準予防策、感染経路別 

予防策、針刺し・血液曝露、手指衛生・個人防護具着脱演習 

（２）医療安全研修会：「各病棟における手指衛生目標回数とアウトブレイク値の設定について」・



 
 
 

 

「海外から持ち込まれる病原体への感染対策」 

（３）定例研修会：「手指衛生による手荒れの現状と対策」・「手術部位感染症対策」      

（４）感染リンクナース研修：標準予防策、感染経路別予防策、手指消毒、PPE着脱、耐性菌 

検出時の感染拡大防止対策、季節性流行疾患の予防と対策、感染リンクナースの役割、 

年間目標・活動計画、速乾性擦式アルコール製剤使用量報告、環境ラウンド、グループ 

ディスカッション 

（５）臨床研修医のためのレクチャー：感染症診療のフレームワーク、血液培養、微生物・抗菌 

   薬培養検査とその解釈、感染症治療の評価  

（６）委託業者への勉強会：病院清掃における感染対策 

（７）中途採用・帰任者医療安全研修会：医療安全、感染対策、個人情報 

（８）その他：感染対策シミュレーション研修、SSI予防のための抗菌薬投与、PPE選択・着脱 
トレーニング、看護助手研修 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

（１）耐性菌発生を減らすための広域抗菌薬一定期間使用者リストアップ・血液培養陽性者/耐性 

   菌検出者リストアップに対する現場のラウンドによる指導 

（２）院内感染対策ラウンドによる基本手技、医療行為、病院環境のチェックと指導  

（３）マニュアルの見直し・検討・改訂 

（４）感染リンクナースの年間活動計画に基づくグループ活動の実施  

（５）感染リンクナースによる自己チェック表を用いた自己評価と改善活動報告  

（６）各部署における耐性菌アウトブレイク値の設定に基づく早期介入 

（７）人事課との協同によるワクチン接種プログラムの計画立案・実施・評価     

（８）サイトビジットを含む感染防止対策地域連携加算に関する連携医療機関とのカンファレン 

ス（実施回数：4回） 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 2 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
 
・ 研修の主な内容： 
（1）新入職員研修：医薬品管理について（麻薬・向精神薬・特定生物由来製品等） 
（2）医薬品に関する研修：“正しい時間（Right Drug）”の話（オーダ薬剤間違い、薬剤禁忌情 

報への注意喚起） 
 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 

手順書に基づくチェックシートを作成した。チェックシートによる業務の確認は病院全体及び 
薬剤部については年２回、病棟・外来については月１回行い、期限切迫医薬品の回収も併せて 
行っている。採用医薬品については医療安全の観点からも検討している。 

 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

（１）医薬情報室には専任薬剤師を 3名配置している。 

（２）医薬品の安全使用に関する情報は厚生労働省ホームページ、インターネット、新聞、雑誌、 

製薬企業等から入手し必要に応じて加工し、イントラネット（薬剤部ニュース）、薬事 

ニュース、各種会議で解説・周知している。また、特に周知が必要な情報については、職場安 

全管理者会議で報告し、院内各職場安全会議で周知している。 

（３）外観変更医薬品の画像を薬事ニュースに掲載、また、院内で発生した医薬品副作用報告を 

薬事ニュースに掲載している。 

（４）未承認薬等の院内の使用の情報においては、調剤業務・病棟薬剤師業務・医薬品安全使用のた

めの業務手順書のチェックシート等より、情報を収集し、医薬情報室にて管理をし、医薬品安

全管理責任者等に報告している。 

（５）院内全ての病棟に加えて手術室、ICU･CCU にも薬剤師を配置し医薬品の適正な使用、在庫管理

をしている。 

（６）インシデントレポート等を分析して、診療科、各部署に必要な情報を提供している。 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
（様式第 6） 

 
規則第９条の 23 第１項第１号から第 15 号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び 

医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
  病院長が副院長を医療安全管理責任者に任命し、医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬 

品安全管理責任者及び医療安全機器安全管理責任者を統括するよう指示した。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 6名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品の安全使用に関する情報は厚生労働省ホームページ、インターネット、新聞、雑誌、製薬

企業等から入手し必要に応じて加工し、イントラネット（薬剤部ニュース）、薬事ニュース、各種

会議で解説・周知している。また、特に周知が必要な情報については、緊急周知文書、職場安全管

理者会議で報告し、院内各職場安全会議で周知を行い、その結果を議事録で確認している。 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

未承認薬等の院内の使用の情報においては、調剤業務・病棟薬剤師業務・医薬品安全使用のため

の業務手順書のチェックシート等より、情報を収集し、医薬情報室にて管理をし、医薬品安全管理

責任者等に報告している。また、必要に応じて医師等に指導することとしている。 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種：（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師 ）  

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：カルテ点検（同僚監査）と手術症例の ICの確認、及び委員会、各診療科へ現状を報告する。 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容：カルテ点検（同僚監査）、と量的点検 

（退院サマリ、手術表、死亡診断書等）を行い、委員会等で報告し注意喚起している。 

 
 



 
 
 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況   

・所属職員：専従（7）名、専任（ ）名、兼任（2）名 

 うち医師：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 うち看護師：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

 

・活動の主な内容： 

 １）医療安全に関わる会議の所掌業務 

    医療安全管理委員会・医療安全推進委員会・病院死因検討会・職場安全管理者会議・ＣＶラ

イン管理部会・ＶＴＥ管理部会等 

 ２）事故等の発生時の対応 

 ・診療録の確認、情報の収集 

 ・患者への説明等の適切な対応、調整 

 ・原因の分析、改善策の立案、職員への周知、改善策の実施状況の確認等 

 ３）死亡患者の確認 

 ・死亡の事実確認、及び死亡に至るまでの状況の確認（定期的な病院長への報告） 

 ４）他の特定機能病院との連携 

 ・都内私大病院安全連絡会議 

 ・私立医科大学病院 医療安全相互ラウンド 

 ５）職員研修の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 
 



 
 
 

 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

高難度新規医療技術を用いた医療の提供に関する審査資料の受付、評価委員会への審査依頼、評

価委員会の意見に基づく使用の適否・使用条件等の決定及び申請者に対する通知、資料等の保管、

適正な手続きに基づいて提供されていたかの確認、提供の適否等を決定した際等の病院長への報告 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

未承認新規医薬品等を用いた医療の提供に関する審査資料の受付、評価委員会への審査依頼、評

価委員会の意見に基づく使用の適否・使用条件等の決定及び申請者に対する通知、資料等の保管、

適正な手続きに基づいて提供されていたかの確認、提供の適否等を決定した際等の病院長への報告 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

(１) 医療安全管理責任者、医療安全管理室、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者、 

医療機器安全管理責任者等の業務の状況について病院長等から報告を求め、又は必要に応

じて自ら確認を実施すること。 

(２) 必要に応じて、理事長又は病院長に対し医療に係る安全管理についての是正措置を講ずる

よう意見を上申すること。 

(３) （1）、（2）に掲げる業務について、その結果を公表すること。 

 

 



 
 
 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

  大学・病院のホームページ。 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

児玉安司 新星総合法律

事務所 弁護

士・医師 

○ 委員の要件該当

状況1に該当する

ため 

有・無 医療に係る安全

管理又は法律に

関する識見を有

する者その他の

学識経験を有す

る者 

池谷のぞみ 慶應義塾大学

文学部人文社

会学科 図書

館・情報学専攻 

教授 

 委員の要件該当

状況2に該当する

ため 

有・無 医療を受ける者

その他の医療従

事者以外の者

（1.に掲げる者

を除く。） 

木村ひろみ 社会医療法人

一成会 常務

理事 

 〃 有・無 〃 

坂本憲枝 消費生活アド

バイザー 

 〃 有・無 〃 

野口英一 戸田中央医科

グループ 災

害対策特別顧

問 

 〃 有・無 〃 

長谷川聖治 読売新聞東京

本社 編集局

局次長 

 〃 有・無 〃 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 

⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 833 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 5 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

 １）医療事故及び有害事象を防止するための体制の確立 

 ２）医療事故等についての対応、情報収集、調査及び文責を指揮監督する 

 ３）職員に対して医療事故に関する情報を提供する 

 ４）職員に対して医療事故等防止及び医療安全管理に関する教育をする 

 ５）医療事故が医療事故調査制度における医療事故調査・支援センターへ報告を要するものか 

否かの判断 

 ６）院内病院死因検討会に対して５）の判断のために必要な情報を取りまとめて、報告書の 

作成を指示する 

 ７）委員会が所掌する下部の委員会から報告を受ける 

 ８）医療事故が発生した際、事象の事実及び発生前の状況について、職員に医療安全管理室へ 

報告させる 

 ９）８）の規定による実施状況を確認する 

 10）８）の規定による確認結果を管理者へ報告する 

 11）８）に規定する実施状況が不十分な場合、適切な報告のための職員への研修及び指導を行う 

 12）重大な問題その他医療安全管理委員会に於いて取り扱うべき問題が発生した場合、速やかな 

原因究明のための調査及び分析を行う 

 13）分析結果を活用し、医療安全確保のための方策の立案、実施、職員への周知を行う 

 14）改善のための方策の実施状況の調査と必要に応じた方策の見直しを行う 

 15）その他医療安全全般 

 

⑪ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名： 金沢医科大学病院 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：金沢医科大学病院 ）・無） 

・技術的助言の実施状況：【資料 3参照】 

 



 
 
 

 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

・専門の担当者が対応している。（そのような窓口を設置している旨、院内に掲示している） 

・毎日の朝のミーティングのうち、毎週水曜及び金曜については安全管理室所属の副センター長が 

担当しており、安全管理に係る直近情報の共有を図っている。 

 

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

⑭ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

 
１）医療法に定められた医療安全研修 

6月と11月に実施。対象は全職員であり、常勤・非常勤問わず必須としている。研修は直接講
義を聴講することが最良と考えるが、職員全員を収容する研修場がないため、5日間にわたり（
月～金）連日同じ内容で研修会を開催している。5日間開催しても、育児時間、夜勤、当直、緊
急手術など諸々の理由で参加できなかった職員に対しては、その後ＤＶＤ上映会を開催し（10～
15回）、受講できるようにしている。平成28年度は各5回のライブ講演とＤＶＤ上映会を合わせ
て計36回開催した。 

 
２）中途採用・帰任者研修 
   院内の医療安全・感染・個人情報についてのルールなどを周知、共有する目的で中途採用者・

帰任者に対し、研修を実施している。研修はe-learningを活用し、受講状況・理解度について、
卒後臨床研修センターと協力し、情報の共有・管理を行っている。 

 
３）初期臨床研修医 
   総合診療科ラウンド中の初期臨床研修医に対し、医療安全管理室での研修を一日設け、医療安

全の基礎、院内の医療安全に関する取り組み、薬剤の知識の講義及び院内巡視を実施している。 
 

 

⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者： 

・平成 29年 7月「医療安全・医療の質トップマネジメント研修」 

主催：公益社団法人 地域医療振興協会 地域医療安全推進センター 

 

 



 
 
 

 

医療安全管理責任者： 

・平成 25年 6月 第八回医療安全管理者研修（5日間）主催：国家公務員共済組合連合会 

・平成 26年 8月 医療安全管理者養成研修（医療安全セミナー）第 2クール❶「医療安全の基本② 

（8時間）」 主催：日本臨床医学リスクマネジメント学会 

・平成 27年 9月 医療事故調査制度に関する研修会（3時間） 

主催：一般社団法人 医療安全全国共同行動 

・平成 27年 12 月 平成 27 年度 東京都医療安全推進講習会（3時間） 

主催：東京都福祉保健局医療政策部医療安全課 

・平成 28年 12 月 医療事故調査実践セミナー（7時間）主催：一般社団法人医療安全全国共同行動 

・平成 29年 5月 医療安全管理者要請研修（医療安全セミナー）第 2クール❶「医療事故調査制度 

（8時間）」主催：日本臨床医学リスクマネジメント学会 

 

医薬品安全管理責任者： 

・平成 29年 6月 平成 29 年度医薬品安全管理責任者等講習会  

主催：一般社団法人 日本病院薬剤師会 

 

医療機器安全管理責任者：今年度中に実施予定 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料3】

平成28年度　相互ラウンド(医療安全管理部門）実施報告書

参加者（双方の医療安全管理部門の参加者及び受入側で参加した方々を記入してください）

職種＊ 職種

　　医　師 医師

　　看護師 看護師

　　薬剤師 医師

臨床工学技士 薬剤師

看護師 看護師

医師

臨床工学技士

看護助手

事務

ヒアリング
した項目に
ついて

訪問側（金沢医科大学病院）   →   受入側（東京医科大学病院)

ラウンド日時　平成２８年１０月７日

本報告書はラウンド実施後2週間以内に訪問側が指摘事項を記入して受入側に送付してくだ
さい。
受入側は、指摘事項に対する対応を記入して、ラウンド終了後4週間以内をめどに訪問側と日
本私立医科大学協会に送付してください。
＊欄は、訪問側が記載し、専従・専任・兼任に関しては、○を付けてください。

記入者
訪問側　氏名（　前野　聡子　　　　　　　　　　　　　）　記入日（平成28年10月11日）

受入側　氏名（　三木　保　　　　　　　　 　　　　　　）　記入日（平成28年10月19日）

訪問側（金沢医科大学病院） 受入側（東京医科大学病院)
氏　　名＊ 氏　　名

小坂 健夫　(専従・専任・兼任) 三木 保

前野 聡子　(専従・専任・兼任) 大湊 美世子

宮東 剛文　(専従・専任・兼任) 浦松　雅史

中川　透　　(専従・専任・兼任) 鈴木　篤

実法　千恵　(専従・専任・兼任) 一宮　里香子

(専従・専任・兼任) 和田　淳

(専従・専任・兼任) 服部　敏温

(専従・専任・兼任) 三浦　夕未

(専従・専任・兼任) 志村　康子

訪問側記載 受入側記載
医療安全に関連する委員会やシステ
ムが既に構築されており、指摘すべ
き項目はありません。

特記すべき指摘事項はありませんでした。

現場ラウンド
した項目につ
いて

①環境・設備
　2019年の新病棟竣工時には改善
されている項目かと思いますが、そ
れまでの暫定的な改善策を考えてい
ただければと思います。
・病棟・外来を含めて作業スペース
が狭いように感じました。５Ｓを推
進し、作業効率が良くかつ安全な職
場環境を作って頂けるとい良いと思
います。

・外来に中待ちがあり、スタッフの
目が届き難く、車椅子などの通行に
は狭い印象を受けました。

①環境・設備
・医療安全推進委員会で環境についての巡視を行い、
実効可能な改善を行っていきます。
・2019年開設予定の新病院にあたっては、十分な環境
が整備された設計となっています。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【資料3】

平成28年度　相互ラウンド(医療安全管理部門）実施報告書

その他（自由記載）

提出先：日本私立医科大学協会　メールアドレス　hirata@idaikyo.or.jp　

・内視鏡センターの下部消化管内視
鏡の前処置中の患者トイレが内視鏡
センターの外にあり、異常が発見し
にくい環境にあると思います。

・内視鏡センターでの洗浄機の設置
場所が解放された内視鏡検査室の近
くにあり、換気が十分でないため、
スタッフだけでなく検査を受ける被
検者に健康被害が及ぶ可能性がある
と思います。

・指摘された事項を内視鏡センター管理部と情報共有
し、可能な改善策を病院として検討する予定です。

②その他
・血管造影室の救急カートに解放さ
れたままの引き出しがありました。

・時間を確認する際に、電子カルテ
やパソコンの時間を参考にしている
とお聞きしました。特に、患者急変
時の場面では時間を合わせることが
大切であると考えます。病室、外来
など設置されている時計、スタッフ
個人が携帯している時計など、院内
の時計の時間を合わせる取り組みを
している施設もあるようです。検討
されてみてはいかがでしょうか。

②その他
・ご指摘事項については現場にフィードバックしていき
ます。

・電子カルテ、IP電話ならびに院内の設置電気時計は
標準化されているため、まずその周知を行います。ま
た、個人の時計においてもこれにあわせるように指示
いたします。

 外来入り口のエスコートの方が、来訪者の出入りを観察し、やさしく声掛けしていたのは印象的でし
た。(訪問者全員の意見です。）

・人工透析センターでは三測表が紙
運用であり、入院患者の透析も行っ
ているため、電子カルテへの導入を
検討されると良いと思います。

外来にはエレベータ・エスカレータ
以外に階段がありますが、やや急で
もあり、注意の掲示をするか、エス
コートさんなどに見回らせるなどの
工夫をされてもいいかと思います。

・人工透析センターの部門システムの導入を現在検討
中です。

・新病院では改善される予定です。

・薬剤部門では、狭小スペースに多
数の薬品を管理し、業務を効率的に
行っていました。しかし、色々な物
品が入り混じった状態で保管されて
おり、５Ｓ活動の推進をお願いした
いと思います。

・薬剤部門も5S活動を推進し、更なる改善を行う。



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

公益財団法人 日本医療機能評価機構 平成29年7月13・14日 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

①ホームページ 

【患者向け】 

 ・先進医療一覧の掲載 

 ・がん診療拠点病院に関する当院の役割、院内登録データ、がん相談窓口の掲載 

 ・手術支援ロボット「ダヴィンチ」手術の説明と対象疾患の掲載 

【医療機関向け】 

 ・研究会・セミナーの案内 

 

②市民公開講座 

 ・毎月（1月・8月を除く）、病院の医師が講師となる市民公開講座で、最先端の医療情報から

生活に即した実用的な医学情報までを講演。 

 

 

 

 



3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

①脳卒中センター 

  脳卒中に関連する診療科（救命救急センター・脳神経外科・神経内科・高齢診療科）が連 

携し、あらゆるタイプの脳血管障害に迅速に対応する体制を整えている。ひとつのチームとし

て定期的に合同会議を行い、脳卒中患者の情報を共有して総合的に治療にあたります。 

 

②口唇口蓋裂センター 

  口唇口蓋裂に関連する診療科（産科・小児科・耳鼻咽喉科・形成外科・歯科口腔外科・矯正

歯科）が連携して対応している。ひとつのチームとして定期的にカンファレンスを行い、患者

さんの情報を共有しながら治療にあたります。 

 

③認知症疾患医療センター 

  認知症疾患に関連する診療科（高齢診療科、神経内科、メンタルヘルス）の認知症専門医が

問診、神経心理検査、血液検査、画像診断、時に脳脊髄液検査などを施行し、認知症の早期診

断と鑑別を行います。 

 

 

 

 



 

(様式第 8) 

                                                                  東医大発  520 号 

平成 29 年 10 月 4 日 

 

厚生労働大臣 殿 

 

開設者名 学校法人東京医科大学       

理事長 臼井 正彦   (印)   

 

 

 

 

 

東京医科大学病院の昨年度の業務報告において提出した年次計画の経過について 

 

 標記について、医療法施行規則（昭和 23 年厚生省令第 50 号）第 9 条の 20 第 6 号ロ及び第 7 号ロの

規定に基づき、次のとおり提出します。 

 

記 

1 提出した年次計画の項目 

①紹介率・逆紹介率 ２標榜する診療科 ３専門の医師の配置 ４論文発表 

（注）上記のいずれかを選択し、番号に○を付けること。 

 

2 昨年度および今年度の実績 

昨年度提出した年次計画書での報告事項 

（実績及び予定措置） 

今年度の実績及び承認要件を満たしていない場

合の理由 

逆紹介率 35.3% 逆紹介率 44.0% 

（注）1 左欄には、昨年度の業務報告において様式第８として報告した事項を記載すること。 

2 右欄には、今年度の実績及び、承認要件を満たしていない場合はその理由を記載すること。 

 

3 今後の具体的措置 

 

（注）本年度も承認要件を満たしていない場合、2で記載した事項以外の更なる措置を記載すること。 



 
 

(様式第 8) 

                                                         東医大発  521 号 

平成 29 年 10 月 4 日 

 

厚生労働大臣 殿 

 

開設者名 学校法人東京医科大学      

 理事長 臼井 正彦   (印)  

 

 

 

 

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

 
1. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 
管理者： 

・平成 29年 7月「医療安全・医療の質トップマネジメント研修」 【受講済み】 

主催：公益社団法人 地域医療振興協会 地域医療安全推進センター 

 

医療安全管理責任者： 

・平成 25年 6月 第八回医療安全管理者研修（5日間） 【受講済み】 

主催：国家公務員共済組合連合会 

・平成 26年 8月 医療安全管理者養成研修（医療安全セミナー） 【受講済み】 

第 2 クール❶「医療安全の基本②（8時間）」 

主催：日本臨床医学リスクマネジメント学会 

・平成 27年 9月 医療事故調査制度に関する研修会（3時間） 【受講済み】 

主催：一般社団法人 医療安全全国共同行動 

・平成 27年 12 月 平成 27 年度 東京都医療安全推進講習会（3時間） 【受講済み】 

主催：東京都福祉保健局医療政策部医療安全課 

・平成 28年 12 月 医療事故調査実践セミナー（7時間） 【受講済み】 

主催：一般社団法人医療安全全国共同行動 

・平成 29年 5月 医療安全管理者要請研修（医療安全セミナー） 【受講済み】 

第 2 クール❶「医療事故調査制度（8時間）」 

主催：日本臨床医学リスクマネジメント学会 

 



 
 

医薬品安全管理責任者： 

・平成 29年 6月 平成 29 年度医薬品安全管理責任者等講習会 【受講済み】 

主催：一般社団法人 日本病院薬剤師会 

                                                                 

医療機器安全管理責任者： 

 平成 29年 11 月 17 日（金）特定機能病院 安全管理責任者研修 【受講予定】 

 主催：公益社団法人 医療・病院管理研究協会 

 
 
2. 医療安全管理部門の人員体制 
・所属職員：専従（7）名、専任（ ）名、兼任（2）名 
 うち医師：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（1）名 
 うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 
 うち看護師：専従（2）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 
 
 
 
 
3. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 
配置済み 
 
 
 


